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>

初
の
日
中
韓
三
国
学
生
交
流
登
山

栂
池
高
原
に
３０
人
余
集
い
開
催

吉
永
英
明

・
宮
崎
紘

一

こ
の
冬
、北
ア
ル
プ
ス
北
部
の
栂
池
に
、日
本
・中
国
ｏ韓
国
三
国
の
学
生
た
ち
が
、

日
本
山
岳
会
の
呼
び
か
け
で
集
ま
っ
て
く
る
。
相
互
の
交
流
と
雪
山
研
修
が
目

的
だ
。
次
代
を
担
う
若
い
人
た
ち
の
山
を
舞
台
に
し
た
国
際
交
流
の
意
義
は
大

き
い
。
交
流
登
山
の
直
前
、
担
当
の
理
事
に
そ
の
概
要
を
綴
っ
て
も
ら
っ
た
。

日
本
山
岳
会

（Ｊ
Ａ
Ｃ
）
、
中
国
登
山

協
会

（Ｃ
Ｍ
Ａ
）
、
韓
国
山
岳
会

（Ｃ
Ａ

Ｃ
）
に
よ
る
三
国
学
生
交
流
登
山
が
２

月
２１
日
か
ら
２８
日
ま
で
の
日
程
で
、
長

野

・
栂
池
高
原
を
中
心
に
開
催
さ
れ
る
。

こ
の
交
流
登
山
は
０７
年
９
月
、
ソ
ウ
ル

で

「韓
国
山
岳
会
創
立
６２
周
年
記
念
式

典
」
が
行
な
わ
れ
た
際
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
宮
下

秀
樹
会
長
が
、
Ｃ
Ａ
Ｃ
の
桂
弘
健
会
長

と
Ｃ
Ｍ
Ａ
李
致
新
副
主
席
に
提
案
し
、

２
、
３
年
ご
と
に
各
国
持
ち
回
り
で
実

施
し
て
い
く
こ
と
で
合
意
し
、
さ
っ
そ

く
実
施
に
移
さ
れ
た
。
第

一
回
は
日
本

で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、
学
生
部
が

中
心
に
な
っ
て
準
備
を
進
め
て
き
た
。

次
代
を
担
う
学
生
た
ち
が
三
国
の
交

流
登
山
、
親
睦
を
通
し
て
国
際
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
わ
が
国
の
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い
に
よ
っ
て
、
山
岳
環
境
保

全
の
大
切
さ
を
考
え
る
機
会
に
し
よ
う

と
い
う
の
が
狙
い
。
あ
わ
せ
て
、
各
国

の
学
生
が
現
状
を
報
告
し
、
抱
え
て
い

る
問
題
を
話
し
合
い
、
今
後
の
登
山
の

活
性
化
に
繋
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ベ
ー
ス
は
早
大
ヒ
ュ
ッ
テ

白
馬
岳
周
辺
で
適
当
な
合
宿
場
所
を

検
討
し
た
結
果
、
冬
山
歩
行
、
ス
キ
ー

登
山
訓
練
に
ふ
さ
わ
し
い
栂
池
高
原

・

神
の
田
圃
に
あ
る
早
大
ヒ
ュ
ッ
テ

（標

高
１
７
０
０
屑
）
を
借
り
る
こ
と
が
で

き
た
。
ヒ
ュ
ッ
テ
に
は
２２
日
か
ら
４
泊

す
る
予
定
。

天
候
や
積
雪
が
安
定
し
て
い
れ
ば
、

乗
鞍
岳

（２
４
３
６
肝
）
の
登
項
を
目

指
す
。
こ
の
会
報
が
お
手
元
に
届
く
こ

ろ
、
学
生
た
ち
は
雪
の
山
で
合
宿
中
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

来
日
す
る
の
は
Ｃ
Ｍ
Ａ
か
ら
中
国
地

質
大
学
の
楊
緯
梅
体
育
部
教
師
を
団
長

と
す
る
同
大
学
の
７
人
（３
人
が
女
性
）

と
Ｃ
Ｍ
Ａ
の
顔
金
安
副
主
席
、
協
会
交

流
部
幹
部
２
人
の
合
わ
せ
て
１０
人
。
北
　
１

京
に
あ
る
中
国
地
質
大
学
は
中
国
教
育
　
輻

省
に
直
属
し
、
地
質
や
資
源
、
環
境
、

地
学
工
程
技
術
な
ど
を
中
心
に
文
経
法

な
ど
の
学
科
も
有
す
る
総
合
大
学
で
、

温
家
宝
首
相
の
出
身
大
学
で
も
あ
る
名

Ｃ
Ａ
Ｃ
か
ら
は
漢
陽
大
、
ソ
ウ
ル
大
、

梨
花
女
子
大
な
ど
７
大
学
９
人
の
学
生

と
Ｃ
Ａ
Ｃ
の
邊
裕
根
副
会
長
ら
引
率
の

幹
部
３
人
、
そ
れ
に
東
亜
日
報
の
記
者

も
加
わ
る
総
勢
１３
人
だ
。
韓
国
の
大
学

山
岳
部
の
登
山
レ
ベ
ル
は
き
わ
め
て
高

い
と
さ
れ
る
が
、
ス
キ
ー
技
術
の
会
得

や
後
立
山

一
帯
の
深
い
雪
の
経
験
に
大

き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
い
う
。
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一
方
、
ホ
ス
ト
側
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
学
生
部

は
立
大
山
岳
部
の
小
山
さ
や
か
さ
ん

（４
年
）
ら
８
大
学
の
１０
人
で
、
こ
の
う

ち
１
年
生
が
５
人
と
い
う
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
メ
ン
バ
ー
だ
。
各
地
の
主
な
大
学
山

岳
部
に
参
加
を
呼
び
か
け
た
が
、
今
回

は
、
結
果
と
し
て
東
京
の
大
学
に
限
ら

れ
た
。
神
崎
忠
男
副
会
長
ら
が
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
現
地
参
加
す
る
。

合
宿

・
自
炊
生
活
で
交
流

一
行
の
来
日
は
２
月
２１
日
。
成
田
空

港
か
ら
宿
舎
の
国
立
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
記

念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
（東
京
・代
々

木
）
に
入
っ
て
顔
合
わ
せ
し
、
翌
朝
、

専
用
バ
ス
で
栂
池
高
原
へ
向
か
う
。

ス
キ
ー
や
ワ
カ
ン
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

で
早
大
ヒ
ュ
ッ
テ
に
入
る
予
定
だ
が
、

場
合
に
よ
っ
て
は
ヒ
ュ
ッ
テ
組
と
麓
で

の
ス
キ
ー
練
習
組
に
分
か
れ
る
ケ
ー
ス

も
考
え
て
い
る
。
韓
国
、
中
国
と
も
ス

キ
ー
は
初
め
て
と
い
う
学
生
が
多
い
よ

う
だ
。
な
お
、
山
ス
キ
ー
用
の
ス
キ
ー
、

靴
な
ど
の
調
達
に
当
た
っ
て
は
当
山
岳

会
同
好
会
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

ご
存
知
の
よ
う
に
ヒ
ュ
ッ
テ
の
あ
る

栂
池

・
神
の
田
圃
付
近
は
豪
雪
地
で
あ

る
。
今
年
の
積
雪
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

い
よ
う
だ
が
、
３
ｓ
川を
超
え
て
い
る
と

い
う

（２
月
１４
日
現
在
、
栂
池
ゴ
ン
ド

ラ
山
項
駅
で
２
８
０
贅
ノ）
。
２
月
３
日
に

は
近
く
の
林
間
コ
ー
ス
（立
入
り
禁
止
）

で
、
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
雪
崩
に
巻
き
込
ま

れ
２
人
が
死
亡
す
る
事
故
が
起
き
て
い

る
。安

全
第

一
、
慎
重
に
合
宿
を
こ
な
し
、

ス
キ
ー
や
雪
山
歩
行
の
技
術
だ
け
で
な

く
、
危
険
な
雪
の
見
分
け
方
、
雪
洞
掘

り
、
雪
崩
ビ
ー
コ
ン
の
使
い
方
な
ど
も

習
得
で
き
る
よ
う
柔
軟
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
組
ん
で
い
る
。　
一
部
は
テ
ン
ト
生

活
も
体
験
す
る
予
定
だ
。

な
お
日
本
山
岳
会
学
生
部
で
は
、

２７

日
夕
、
関
係
者
も
交
え
て
オ
リ
ン
ピ

ッ

ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で
「さ

よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
」
を
開
き
、
親
睦
を

深
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
Ｃ
と
し
て
は
、
こ
の
東
ア
ジ
ア

三
国
学
生
交
流
登
山
の
た
め
に
特
別
の

予
算
を
組
み
、
滞
在
費
や
国
内
で
の
交

通
費
な
ど
を
計
上
し
た
。

学
生
交
流
登
山
の
歩
み

参
考
ま
で
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
が
行
な
っ
た
最

近
の
国
際
交
流
学
生
登
山
の
歩
み
を
振

り
返

っ
て
み
よ
う
。

＊
雪
宝
項
登
山
＝
１
９
９
９
年
９
月
、

日
中
友
好
２０
周
年
記
念
の

「学
生
友
好

登
山
隊
」
。
日
本
側
は
宮
崎
紘

一
隊
長
以

下
９
人
、
中
国
登
山
協
会
側
８
人
。
四

川
省
の
雪
宝
項

（５
５
８
８
肝
）
に
登

項
し
た
。
関
東
５
大
学
の
、
女
性
１
人

を
含
む
山
岳
部
員
が
参
加
し
た
。

＊
仁
寿
峰
岩
登
り
登
山
＝
２
０
０
０
年
　
２

１０
月
、
韓
国
学
生
山
岳
連
盟
の
協
力
に
　
轟

よ
り
、
ソ
ウ
ル
郊
外
の
北
漢
山

（ブ
カ

ン
サ
ン
）
国
立
公
園
に
あ
る
韓
国
有
数

の
岩
場

・
仁
寿
峰

（イ
ン
ス
ボ
ン
）
で

両
国
の
学
生
ら
が
岩
登
り
訓
練
を
行
な

っ
た
。

＊
新
潟

・
湯
沢
で
ス
キ
ー
合
宿
＝
２
０

０
１
年
３
月
、
韓
国
か
ら
女
性
２
人
を

含
む
６
人
が
来
日
し
、
湯
沢
ス
キ
ー
場

で
日
本
側
の
１０
人
と
交
流
合
宿
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
大
学
や
山
岳
会
支
部
、

グ
ル
ー
プ
単
位
で
中
国
、
韓
国
と
合
同

登
山
が
多
数
行
な
わ
れ
て
い
る
が
割
愛

す
る
。

栂池・神の田圃にある早大ヒュッテ、後方の山は白馬岳
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第
９
回
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
を
受
賞
し
て松

本
征
夫

２
０
０
７
年
１２
月
１
日
の
年
次
晩
餐

会
で
光
栄
な
本
賞
を
受
賞
し
た
。
同
時

に
永
年
会
員
章
を
い
た
だ
き
、
私
と
し

て
は
二
重
の
喜
び
で
あ
っ
た
。
受
賞
の

業
績
は

「向
日
嘔
布
山
群
の
踏
査
と
研

究
」
と
し
て
あ
る
。
対
象
に
な
っ
た
の

は
櫂
歌
書
房
か
ら
昨
年
４
月
に
発
行
し

た

『ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
　
中岡
日
嘔
布
山
群

踏
査
と
探
検
史
』
（松
本
征
夫

・
編
著
、

辻
和
毅
、
渡
部
秀
樹

・
著
）
で
あ
る
。

先
輩
か
ら
の
教
え

振
り
返
る
と
、
終
戦
直
後
に
登
り
始

め
て
か
ら
、
山
の
先
人
や
仲
間
た
ち
、

山
岳
図
書
か
ら
種
々
の
こ
と
を
学
ん
だ
。

と
く
に
先
輩
た
ち
の
山
や
探
検
へ
の
思

想
や
行
動
を
私
な
り
に
受
け
止
め
て
の

山
行
が
、
今
回
の
受
賞
に
結
び
つ
い
た

と
思
っ
て
い
る
。
私
を
育
み
お
世
話
に

な
っ
た
す
べ
て
の
方
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
こ
の
喜
び
を
分
か
ち
あ
い
た
い
。

１
９
５
５
年
前
後
、
祖
母

・
大
崩
山

群
や
屋
久
島
に
集
中
し
た
こ
ろ
、
加
藤

数
功
、
立
石
敏
雄
両
氏
の
指
導
を
受
け

猟
師
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
ら
と

行
動
を
共
に
す
る
こ
と
も
あ
り
、
山
名
、

谷
名
を
聞
き
と
り
、
歩
き
方
、
泊
ま
り

方
な
ど
を
学
習
し
た
。
こ
の
方
法
が
商

日
嘔
布
山
群
の
山
名
聞
き
と
り
と
な
っ

た
。
１
９
５
８
年
、
槙
有
恒
氏
の
九
重

山
行
に
お
供
し
た
。
そ
の
お
り

「山
を

尊
び
山
を
愛
し
山
と
共
に
生
く
」
の
色

紙
を
い
た
だ
い
た
。
氏
の
謙
虚
さ
、
山

岳
愛
尊
、
自
然
と
の
共
存
精
神
に
感
動

し
、
当
時
、
山
岳
保
護
運
動
に
関
係
し

て
い
た
私
に
は
自
信
に
も
な
っ
た
。

１
９
６
５
年
、
今
西
錦
司
氏
ら
と
数

日
間
の
山
行
を
共
に
し
て
、
パ
イ
オ
ニ

ア
ワ
ー
ク
や
探
検
学
を
学
ん
だ
。
そ
の

こ
ろ
、
深
田
久
弥
氏
に
、
そ
の
後
吉
沢

一
郎
氏
、
諏
訪
多
栄
蔵
氏
か
ら
山
岳
地

図
や
山
峰
同
定
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
ま

た

「真
の
登
山
家
は
よ
く
読
み
よ
く
登

り
よ
く
書
く
」
と
の
示
唆
を
受
け
た
。

未
踏
の
山
群

以
上
の
教
訓
を
肝
に
銘
じ
、
私
の
探

検
的
登
山
と
踏
査
は
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ユ
、

南
極

（第
１６
次
越
冬
、
福
島
岳
登
項
）
、

中
国
ほ
か
に
及
ん
だ
。
中
国
で
は
、
横

断
山
脈
、
唐
古
拉
山
脈

（６
６
２
１
際
川

グ
　
ラ

タ
ン
ド

ン
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ
　

コ
　

シ

の
各
拉
丹
冬
峰
初
登
項
な
ど
）
、可
可
西

里
山
脈

（
ヘ
デ
ィ
ン
の
オ
ス
カ
ー
ル
峰

を
向
礼
日
と
同
定
）
、西
域
各
地
の
踏
査

を
重
ね
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
５
冊
の
単

行
本
と
し
て
出
版
し
、
公
表
し
た
。

以
上
の
諸
踏
査
の
延
長
と
し
て
、
２

０
０
１
年
か
ら
本
会
福
岡
支
部
の
向
日

嘔
布
山
行
と
な
っ
た
。私
と
し
て
は
「青

蔵
高
原

・
西
域
の
踏
査
と
研
究
」
と
い

う
大
テ
ー
マ
の

一
環
で
も
あ
っ
た
。
こ

の
山
行
を
０５
年
ま
で
毎
年
続
け
て
ま
と

め
た
単
行
本
が
、
今
回
評
価
さ
れ
た
。

山
群
の
踏
査
に
あ
た
っ
て
は
、
横
断
山

脈
研
究
会
の
中
村
保
、
斎
藤
惇
生
、
平

井

一
正
各
氏
に
情
報
や
資
料
を
い
た
だ

い
た
。
ご
協
力
に
お
礼
申
し
あ
げ
る
。

］岡
日
嘔
布
山
群
は
総
延
長
２
８
０
キ

ロ

あ
り
、
概
要
は
受
賞
図
書
に
よ
り
ほ
ぼ

説
明
で
き
た
と
思
う
。
本
書
は
「自
然
・

人
文
編
」
「探
検
史
編
」
の
二
部
構
成
に

し
て
、
多
く
の
新
知
見
を
述
べ
て
い
る
。

パ

イ
リ

ー

山
群
に
は
最
高
峰
６
８
８
２
際
月
の
自
日

ガ
ル
　
　
ル
オ

ニ

嘱

（若
尼
峰
、
チ
ョ
ム
ボ
）
の
ほ
か
６

０
０
０
際
川峰
が
約
３０
座
、
５
０
０
０
い
川

峰
が
１
６
０
座
ほ
ど
あ
る
。
こ
の
う
ち

山
名
が
あ
っ
た
の
は
１０
座

ほ
ど
で
、
今

回
３６
座
３７
新
山
名
を
解
明
し
、
こ
れ
ら

を
地
図
上
に
示
し
た
。
ほ
か
の
１
５
０

座
ほ
ど
の
山
名
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

山
群
へ
の
興
味
は
単
に
山
峰
の
み
に

限
ら
ず
、
探
検
す
べ
き
山
域
で
も
あ
る
。

と
く
に
山
群
南
側
の
中岡
日
嘱
布
曲
―
向

日
頃
布
拉
上
岡
日
唱
布
蔵
布

（江
別
塘
）

の
コ
ー
ス
、
主
稜
を
越
え
る
峠
の
ス
イ

ラ

（ラ
グ
ン
ー
シ
ュ
ワ
）
や
チ
ン
ド
ゥ
ラ
　
３

（江
別
塘
―
達
興
）
、
ア
タ
カ
ン
ラ
の
南
側
　
は

な
ど
は
、
１
９
１
３
年
の
ベ
イ
リ
ー
と

モ
ー
ス
ヘ
ッ
ド
、
１
９
３
０
年
代
の
キ

ン
グ
ド
ン

・
ウ
ォ
ー
ド
や
コ
ー
ル
バ
ッ

ク
ら
の
探
検
以
降
記
録
は
な
い
。

山
群
の
山
峰
は
す
べ
て
高
峻
山
岳
で

あ
り
、
こ
れ
と
い
う
ピ
ー
ク
は
ま
っ
た

く
登
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
さ
に
未
踏
の

秀
峰

・
鋭
峰
が
連
立
す
る
憧
憬
の
山
域

で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
探
究
す
べ
き

自
然
や
人
文
に
関
し
て
の
課
題
も
多
い
。

近
年
よ
う
や
く
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
向
日
唱
布
山
群
で
あ
る
が
、
今
後

ま
す
ま
す
世
界
の
登
山
家
や
探
検
家
が

入
域
す
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

年次晩餐会で講演する松本征夫氏

ヽ

響

ギ

“
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委
員
会
紹
介

科
学
委
員
会
の
歴
史
と
現
状

科
学
委
員
会
は
１
９
７
９
年
３
月
、

西
堀
栄
二
郎
氏
が
山
岳
会
会
長
の
時
代

に
「科
学
研
究
委
員
会
」
と
し
て
発
足
し

た
。
『日
本
山
岳
会
百
年
史
』
に
中
村
純

二
氏
が

「山
の
科
学
と
日
本
山
岳
会
」

と
題
し
て
当
時
の
事
情
を
執
筆
し
て
お

ら
れ
る
。

＊科
学
研
究
委
員
会
の
設
立
の
理
由
は
、

そ
れ
ま
で
他
の
委
員
会
が
独
自
に
行
な

っ
て
き
た
科
学
的
文
献
収
集
、
講
演
会
、

研
究
会
な
ど
を
科
学
研
究
委
員
会
に

一

本
化
し
て
積
極
的
な
山
の
科
学
の
研
究

を
行
な
う
委
員
会
と
す
る
と
い
う
位
置

づ
け
で
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
①
登
山
者
自
身
に
よ
る
調

査
と
実
地
体
験
、
②
登
山
を
通
じ
て
の

探
索
の
喜
び
や
充
実
感
の
獲
得
、
③
山

の
科
学
の
文
献
の
収
集
、
④
会
員
相
互

の
交
流
の
促
進
、
の
４
項
目
が
と
り
あ

え
ず
の
日
標
と
し
て
設
定
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
に
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
の
気
象

観
測
登
山
、
ミ
ニ
水
力
発
電
な
ど
の
実

践
的
な
研
究
を
行
な
っ
た
。
だ
が
、
ラ

ボ
を
持
た
な
い
日
本
山
岳
会
に
と
っ
て

は
、
研
究
は
や
は
り
大
学
、
研
究
所
で

行
な
う
べ
き
も
の
で
、
「科
学
研
究
委
員

会
」
の
実
態
は
会
員
に
対
す
る
知
識
の

普
及
、
啓
発
が
主
た
る
活
動
で
あ
る
た

め
、
１
９
９
５
年
に

「科
学
委
員
会
」

と
名
称
を
変
更
し
て
現
在
に
至

っ
て
い

る
。

現
在
の
科
学
委
員
会
の
定
例
的
活
動

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

雪
崩
、
山
岳
通
信
、
登
山
用
具
、
気

象
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
、
食
料
な
ど
の
テ
ー
マ
で
、

識
者
に
依
頼
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

精
力
的
に
開
催
し
て
き
た
。
最
近
の
ト

ピ

ッ
ク
ス
は

「中
央
分
水
嶺
踏
査
」
で

あ
っ
た
。
こ
の
企
画
に
よ
っ
て
全
国
支

部
の
活
性
化
が
顕
著
に
な
っ
た
と
い
う

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

最
近
行
な
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、

「現
代
登
山
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
」
（５
パ
‐参
照
）

が
あ
る
。

探
索
山
行

山
の
植
生
、
塩
の
道
、
山
岳
通
信
、

地
質

・
地
形
な
ど
テ
ー
マ
を
定
め
て
い

る
。
そ
の
テ
ー
マ
に
相
応
し
い
山
に
つ

い
て
、
講
師
に
よ
る
講
演
と
そ
の
山
を

登
る
企
画
も
長
期
に
わ
た
っ
て
続
け
ら

れ
て
い
る
。

講
演
会

ル
ー
ム
で
開
催
す
る
講
演
会
は
年
に

２
～
３
回
、
行
な
わ
れ
て
い
る
。
夏
山

の
気
象
、
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
の
気
象
、
サ

プ
リ
メ
ン
ト
、
氷
河
地
形
、
日
本
の
山
・

世
界
の
山
、
靴
や
衣
類
な
ど
の
登
山
用

具
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

気
象
観
測

森
武
昭
氏
が
指
導
す
る

「ミ
ニ
水
力

発
電
」
は
、
現
在
、
科
学
委
員
会
の
下

か
ら
離
れ
た
が
、
大
蔵
喜
福
氏
を
中
心

と
す
る

「
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
気
象
観
測
」

は
０６
年
か
ら
電
源
開
発
開
の
補
助
金
を

受
け
て
再
び
科
学
委
員
会
の
管
理
下
に

お
い
て
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
活
動
方
針

こ
れ
ま
で
の
活
動
は
首
都
圏
中
心
で

あ
り
、
全
国
の
会
員
に
益
す
る
と
こ
ろ

が
少
な
い
点
が
問
題
で
あ
っ
た
。
今
後

の
活
動
方
針
と
し
て
、
私
見
で
は
あ
る

が
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

０
全
国
の
支
部
か
ら
科
学
委
員
会
の

協
力
委
員
を
選
任
し
て
い
た
だ
い
て
、

各
支
部
が
持

っ
て
い
る
科
学
情
報
を
、

科
学
委
員
会
な
ら
び
に
協
力
委
員
か
ら

な
る
Ｉ
Ｔ
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
配
信
し

て
い
た
だ
く
。
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
配
信

す
る
こ
と
で
、
全
国
的
な
情
報
の
共
有

が
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

②
現
在
は
科
学
委
員
会
だ
け
で
テ
ー

マ
を
決
定
し
て
い
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

探
索
山
行
、
講
演
会
に
つ
い
て
、
支
部

か
ら
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
本
山
岳
会
会
員
が
科
学
委

員
会
に
期
待
す
る
こ
と
を
実
現
す
る
こ

と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

Ｄ
各
支
部
と
協
力
し
つ
つ
、
山
の
科

学
に
関
す
る
情
報
の
デ
ー
タ

・
ベ
ー
ス

を
作
成
す
る
。
デ
ー
タ

・
ベ
ー
ス
に
取

り
入
れ
る
文
献
の
選
択
に
つ
い
て
は
科
　
４

学
委
員
会
の
力
だ
け
で
出
来
る
も
の
で
　
轟

は
な
い
。
会
員
諸
氏
に
広
く
叡
智
を
お

借
り
し
た
い
。
こ
れ
は
単
年
度
で
出
来

る
こ
と
で
は
な
く
、
極
め
て
長
期
的
な

取
り
組
み
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

０
科
学
委
員
会
の
活
動
記
録
を
年
報

の
よ
う
な
活
字
を
媒
体
と
し
た
形
で
残

す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
活
動
方
針
に
よ
っ
て

科
学
委
員
会
の
存
在
意
義
を
確
認
し
、

全
国
の
会
員
に
益
す
る
活
動
の
出
来
る

委
員
会
で
あ
り
た
い
と
願

っ
て
い
る
。

（箕
岡
三
穂
）
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「現
代
登
山
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
」

平
成
１７
年
の
活
動
の

一
環
と
し
て
、

恒
例
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
２
月
１
日
１７

時
か
ら
東
京
体
育
館
第

一
会
議
室
で
開

催
さ
れ
た
。
平
日
の
夕
刻
と
い
う
時
間

設
定
で
参
加
者
数
が
懸
念
さ
れ
た
が
、

非
会
員
を
含
め
７６
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

現
代
登
山
に
お
い
て
ま
す
ま
す
存
在
感

を
増
す
Ｇ
Ｐ
Ｓ
へ
の
関
心
の
高
さ
が
窺

わ
れ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
箕
岡
委
員
長
の
挨
拶
、

続
い
て
、
当
日
わ
ざ
わ
ざ
お
出
で
く
だ

さ
っ
た
宮
下
会
長
に
も
ひ
と
言
ご
挨
拶

を
い
た
だ
い
た
あ
と
、
芳
野
赳
夫
科
学

委
員
の
基
調
講
演

「Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
活
用
の

現
状
と
可
能
性
」
で
始
ま
っ
た
。
Ｇ
Ｐ

Ｓ
の
原
理
、
地
上
で
の
正
確
な
位
置
を

求
め
る
た
め
に
ア
メ
リ
カ
国
防
省
が
行

な
っ
て
い
る
活
動
な
ど
、
貴
重
な
講
演

に
う
な
ず
く
参
加
者
の
姿
が
目
立

っ
た
。

初
め
に
登
壇
し
た
筑
波
大
学
附
属
高

校
教
諭

・
山
の
展
望
と
地
図
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
代
表
、
田
代
博
氏
は

「カ
シ
ミ
ー

ル
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
」
と
い
う
演
題
で
講
演
さ

れ
た
。
「カ
シ
ミ
ー
ル
と
は
〈可
視
見
る
〉

か
ら
ネ
ー
ミ
ン
グ
さ
れ
た
景
観
描
画
ソ

フ
ト
で
す
」
と
の
話
に
、
思
わ
ず
笑
い

が
漏
れ
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
デ
ー
タ
を
カ
シ
ミ

ー
ル
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
デ
ジ
カ
メ

写
真
の
撮
影
地
の
確
定
や
山
座
同
定
に

活
用
す
る
な
ど
の
手
法
が
紹
介
さ
れ
た
。

２
番
目
の
講
演
は
、
大
蔵
喜
福
科
学

委
員
と
宮
崎
紘

一
常
務
理
事
に
よ
る

「高
所
登
山
へ
の
応
用
」
で
あ
っ
た
。
マ

ナ
ス
ル
、
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
、
マ
ッ
キ
ン

リ
ー
、
チ
ョ
・
オ
ユ
ー
登
山
に
お
い
て

大
蔵
氏
が
収
集
し
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
デ
ー
タ
を

宮
崎
氏
が
地
形
図
上
に
落
と
し
た
映
像

が
大
画
面
で
映
し
出
さ
れ
た
。
ト
ラ
ッ

ク
バ
ッ
ク
機
能
、
ウ
ェ
イ
ポ
イ
ン
ト
ヘ

の
ナ
ビ
な
ど
安
全
登
山
に
大
い
に
役
立

つ
ば
か
り
で
な
く
、
登
山
後
に
収
集
さ

れ
た
諸
デ
ー
タ
を
分
析
す
れ
ば
次
回
の

山
行
に
有
効
に
活
用
さ
れ
る
、
な
ど
の

指
摘
が
な
さ
れ
た
。

最
後
の
講
演
は
、
安
井
康
夫
ア
ル
パ

イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
の

「国
内
で

の
使
用
経
験
」
で
あ

っ
た
。
登
山
や
山

ス
キ
ー
で
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
す
る
に
あ
た

っ
て
の
事
前
準
備
や
山
行
中
で
の
留
意

事
項
な
ど
、
経
験
に
基
づ
い
た
情
報
が

述
べ
ら
れ
た
。
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
中
で

も
あ
り
、
こ
の
情
報
は
実
用
面
で
き
わ

め
て
有
効
な
も
の
で
あ

っ
た
。

休
憩
後
、
芳
野
氏
の
司
会
で

「Ｇ
Ｐ

Ｓ
の
賢
い
使
い
方
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

者
全
員
で
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
持
た
れ
た
。
安
全
登
山
の
た
め
に

は
大
い
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
す
べ
き
だ
が
、

そ
れ
に
よ
っ
て
地
形
図
が
不
要
に
な
る
、

と
い
う
こ
と
は
決
し
て
な
く
、
読
図
力

や
地
形
図
上
で
の
位
置
確
認
を
す
る
力

を
磨
く
必
要
性
の
あ
る
こ
と
を
、
異
口

同
音
に
指
摘
さ
れ
た
の
が
印
象
に
残

っ

た
。参

加
者
か
ら
も
活
発
な
質
問
が
相
次

ぎ
、
予
定
し
た
時
間
を
超
過
し
て
盛
会

の
う
ち
に
閉
幕
し
た
。

（平
野
裕
也
）

パネリス トを中心に活発な意見交換があった
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「深
い
浸
食
の
国
」
キ
ン
グ
ド
ン
・ウ
ォ
ー
ド
の
世
界
へ

中
村

保

世
界
で
最
後
に
残
さ
れ
た
未
踏
峰
の

宝
庫

「ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
―
チ
ベ
ッ
ト
の

ア
ル
プ
ス
」
は
、
東
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
雲

南
省
、
四
川
省
に
か
け
て
広
が
る
。

そ
の
な
か
で
横
断
山
脈
の
核
心
部
で

あ
る

「深
い
浸
食
の
谷
」
は
、
ア
ジ
ア

の
五
つ
の
大
河
が
わ
ず
か
１
５
０
キ

ロ
の

間
を
互
い
に
接
し
て
南
流
す
る
。
ゴ
ル

ジ
ュ
は
深
く
、
山
嶺
は
高
い
。
中
国
で

は
「三
江
併
流
」
（金
沙
江
＝
揚
子
江
、

瀾
治
江
＝
メ
コ
ン
川
、
怒
江
＝
サ
ル
ウ

ィ
ン
川
）
と
呼
ば
れ
、
そ
の
驚
異
の
景

観
ゆ
え
に
２
０
０
２
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

＊「塩
井
か
ら
北
西
に
旅
す
れ
ば
、
ど
ち

ら
を
向

い
て
も
高
く
答
え
る
氷
雪
の

峰
々
と
対
峙
す
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
は
イ

ラ
ワ
ジ
川
源
流
の
彼
方
ま
で
、
果
て
し

な
く
重
畳
と
広
が
る
未
知
の
領
域
で
あ

り
、
植
物
学
者
に
と
っ
て
無
垢
の
楽
園

で
あ
る
」
（キ
ン
グ
ド
ン

・
ウ
ォ
ー
ド
、

１
９
２
２
年
の
旅
）
。
プ
ラ
ン
ト
・
ハ
ン

タ
ー
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
は
知
ら
れ
ぎ
る
高

峰
、
独
特
の
風
土
の
吸
引
力
の
あ
る
世

界
で
も
あ
る
。

０７
年
Ｈ
月
、
横
断
山
脈
研
究
会
の
５

人
の
仲
間
と
初
冬
の
１
カ
月
間
、
雲
南

省
か
ら
東
南
チ
ベ
ッ
ト
ヘ
出
か
け
た
。

豪
壮
な
サ
ル
ウ
ィ
ン
峡
谷
を
北
上
し
、

東
チ
ベ
ッ
ト
で
最
も
美
し
い
森
林
と
ゴ

ル
ジ
ュ
の
谷
、
チ
ベ
ッ
ト
の
神
秘
の
川
・

玉
曲
に
入
っ
た
。
そ
こ
は
魅
力
尽
き
な

い
キ
ン
グ
ド
ン

・
ウ
ォ
ー
ド
の
憧
憬
の

地
。
チ
ベ
ッ
ト
で
は
温
暖
で
豊
か
、
美

形
の
多
い
ツ
ァ
ワ
ロ
ン
地
方
で
あ
る
。

１６
頭
の
馬
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
編
成
し

Ｈ
日
間
の
踏
査
の
旅
を
行
な
っ
た
。
１

０
０
年
ぶ
り
の
大
雪
で
計
画
変
更
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
泊
ま
っ
た
チ
ベ
ッ
ト
族

の
家
の
煙
に
悩
ま
さ
れ
、
全
員
風
邪
に

苦
し
ん
だ
が
、　
一
応
の
成
果
は
持
ち
帰

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
３
つ
の

山
群

（す
べ
て
未
踏
峰
）
の
写
真
を
初

め
て
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

次
に
、
そ
の
３
つ
を
紹
介
し
よ
う
。

伯
舒
拉
嶺

北
部
は
ブ
ラ
マ
プ
ト
ラ
支
流

（ロ
ヒ

ト
）
／
ツ
ァ
ン
ポ
ー
支
流

（パ
ル
ン
・

ツ
ァ
ン
ポ
ー
）
と
サ
ル
ウ
ィ
ン
川
の
分

水
嶺
、
南
部
は
イ
ラ
ワ
ジ
川
と
サ
ル
ウ

ィ
ン
川
の
分
水
嶺
を
形
成
す
る
長
大
な

山
系
。
顕
著
な
二
つ
の
山
塊
、
す
な
わ

ち
①
楊
巴
必
松
（ヤ
ン
バ
イ
ス
ム
、
６
０

０
５
鮮
）
、
②
査
格
贈
子

（チ
ャ
グ
ラ

ジ
、
６
１
４
６
房
）
、
③
木
孔
雪
山
（ム

コ
ン
雪
山
、
６
０
０
５
屑
）
が
特
に
注

目
を
引
く
。

サ
ル
ウ
ィ
ン
川

ｏ
玉
曲
分
水
嶺
の
山
群

サ
ル
ウ
ィ
ン
川
と
そ
の
支
流
の
玉
曲

の
分
水
嶺
を
な
し
、
５
４
０
０
～
５
８

０
０
膠
川
の
峻
峰
が
連
な
る
。

他
念
他
翁
山
／
怒
山

サ
ル
ウ
ィ
ン
・
メ
コ
ン
両
川
の
分
水

嶺
を
な
す
長
大
な
山
系
で
あ
る
。
南
部

が
壮
麗
な
梅
里
雪
山

（６
７
４
０
鮮
）

を
擁
す
る
怒
山
、
北
部
が
女
神
の
山
ダ

ム
ヨ
ン

（大
米
勇
、
６
３
２
４
鮮
）
と

ド
ゥ
ン
リ

ｏ
ガ
ル
ポ

（６
０
９
０
鮮
）

の
峨
々
た
る
山
塊
が
あ
る
他
念
他
翁
山
。

＊な
ぜ

「ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
」
に
通
う
の

か
と
聞
か
れ
た
ら

「仕
事
で
も
山
で
も

新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
考
え
、
つ
く

り
上
げ
て
ゆ
く
の
が
主
義
。
大
方
の
人

は
有
名
な
と
こ
ろ
で
な
け
れ
ば
行
か
な

い
。
僕
は
逆
に
知
ら
れ
て
い
な
い
か
ら

行
き
た
い
。
″新
し
い
発
見
″
が
パ
イ
オ

ニ
ア
の
心
を
打
ち
、
次
の
旅
へ
と
駆
り
　
６

立
て
る
」
と
答
え
て
い
る
。　
　
　
　
　
艤

お
蔭
で
、
内
外
で
認
知
さ
れ
評
価
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
嬉
し
い
。

ミ
ッ
ク

・
フ
ァ
ウ
ラ
ー
は
早
く
も
ダ

ム
ヨ
ン
に
目
を
つ
け
問
い
合
わ
せ
を
し

て
き
た
。
伝
統
あ
る
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ

ブ

（英
国
）
は
、
今
回
の
踏
査
行
を
メ

ー
ル

・
ニ
ュ
ー
ス
で
発
信
し
、
木
孔
雪

山
と
ダ
ム
ヨ
ン
主
峰
と
隣
接
す
る
岩
峰

の
３
つ
の
未
踏
峰
の
写
真
を
紹
介
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
ピ
ー
ク
ヘ
の
挑
戦
は
、

同
ク
ラ
ブ
の
遠
征
助
成
の
対
象
に
な
る

だ
ろ
う
と
報
じ
て
い
る
。
さ
す
が
は
ア

ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。

老
年
探
検
家
冥
利
に
尽
き
る
。

ダムヨン主峰の南東に連なる岩峰 (5800傷 )南面
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東

南

日
本
人
が
初
め
て
８
０
０
０
際
川
級
の

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
を
登

っ
た
の
は
、
も
う
、

５０
年
を
超
え
る
昔
と
な
っ
た
。
そ
の
山

の
名
は

「
マ
ナ
ス
ル

（８
１
５
６
鮮
）」
。

１
９
５
６
年
、
槙
有
恒
隊
長
に
率
い
ら

れ
た
第
二
次
日
本
隊
は
、
第

一
次
、
第

二
次
に
続
く
３
度
目
の
挑
戦
の
結
果
、

と
う
と
う
項
上
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た

の
だ
っ
た
。

０６
年
１２
月
、
マ
ナ
ス
ル
登
項
５０
周
年

の
記
念
祝
賀
会
が
ネ
パ
ー
ル
の
首
都
、

カ
ト
マ
ン
ズ
で
行
な
わ
れ
た
。
ネ
パ
ー

ル
と
日
本
の
絆
は
ま
さ
に
、
マ
ナ
ス
ル

に
よ
っ
て
始
ま
り
、
そ
の
後
、
多
く
の

日
本
人
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
々
を
目
指
し

て
、
ネ
パ
ー
ル
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
戦
後
の
日
本
人
に
、
登
山
の
楽
し

み
を
ひ
き
だ
し
て
く
れ
た
の
も
、
マ
ナ

ス
ル
だ

っ
た
と
い
え
る
。
そ
ん
な
意
味

を
こ
め
て
も
、
両
国
が
５０
周
年
を
祝
い
、

さ
ら
に
友
好
を
深
め
る
機
会
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。

私
が
マ
ナ
ス
ル
の
名
を
知

っ
た
の
は
、

父

上
二
田
幸
夫
が
、
第

一
次
マ
ナ
ス
ル

登
山
隊
隊
長
を
務
め
た
時
か
ら
で
あ
る
。

当
時
中
学
３
年
、

１５
歳
の
少
女
に
と
っ

て
、
ネ
パ
ー
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
、
私
た
ち

家
族
に
と
っ
て
大
切
な
父
の
命
を
さ
え

奪
い
か
ね
な
い
危
険
な
冒
険
の
地
に
思

え
た
。
１
９
５
３

（昭
和
２８
）
年
と
い

え
ば
、
外
国
は
ま
だ
ま
だ
遠
く
、
人
々

は
戦
後
復
興
の
真

っ
最
中
で
、
食
べ
て

い
く
の
も
精

一
杯
の
時
期
で
あ
っ
た
。

不
安
と
少
し
の
期
待
の
入
り
混
じ
っ
た

複
雑
な
気
持
ち
で
、
も
う
、
今
で
は
覚

え
て
い
る
人
も
少
な
い
Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｃ
機
に

乗
り
込
む
父
を
見
送

っ
た
。

当
時
の
登
山
隊
は
３
５
０
人
余
の
ポ

ー
タ
ー
と
ヤ
ク
に
荷
物
を
運
ば
せ
る
大

キ
ャ
ラ
バ
ン
で
、
深
く
そ
し
て
狭
い
峡

谷
を
登
り
、
ベ
ー
ス
に
な
る
キ
ャ
ン
プ

会員の皆様のご意見、エッセイ、

俳旬、短歌、詩などを掲載する

ベージです。どしどしご投稿く

ださい。 (紙面に限りがありま

すので、 1点 につき1000字程

度でお願いします)

を
作

っ
た
。
高
所
へ
向
か
っ
て
氷
河
に

ひ
そ
む
深
い
ク
レ
バ
ス
を
よ
け
、
氷
壁

を
攀
じ
の
ぼ
り
な
が
ら
、
い
く
つ
か
の

キ
ャ
ン
プ
を
作

っ
て
頂
上
へ
向
か
っ
た

の
で
あ
る
。

そ
の
第

一
次
隊
は
惜
し
く
も
項
上
ヘ

３
８
０
日
川
を
残
し
て
、
登
項
を
あ
き
ら

め
た
の
だ

っ
た
。

私
は
マ
ナ
ス
ル
の
父
か
ら
幾
度
も
、

手
紙
を
も
ら
っ
た
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
朝

の
忙
し
い
出
立
の
光
景
や
、
ベ
ー
ス
キ

ャ
ン
プ
の
草
原
で
摘
ん
だ
サ
ク
ラ
ソ
ウ

の
押
し
花
、
テ
ン
ト
場
か
ら
見
え
る
７

０
０
０
、
８
０
０
０
際
川
の
白
い
ヒ
マ
ラ

ヤ
装
の
屏
風
の
よ
う
な
山
の
姿
の
こ
と

な
ど
が
書
か
れ
て
あ
っ
た
の
を
思
い
出

す
。

左からマナスル、P29、 ヒマルチュリ(ス ケッチ=芳賀淳子)

父
を
通
し
て
知

っ
た
マ
ナ
ス
ル
は
、

こ
の
５０
年
の
間
、
私
に
と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
大
切
な
、
し
か
し
、
会

っ
た

こ
と
の
な
い
山
で
あ
っ
た
。
そ
の
山
に

対
面
で
き
る
の
が
、
こ
の
５０
周
年
記
念

祝
賀
会
に
参
加
し
た
、
私
に
と
っ
て
の

大
き
な
目
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
祝

賀
式
の
あ
と
、
マ
ナ
ス
ル
、
Ｐ
２９
、
ヒ

マ
ル
チ
ュ
リ
の
三
山
の
見
え
る
場
所
へ

の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
組
み
込
ま
れ
て
い

た
か
ら
だ
。
こ
の
マ
ナ
ス
ル
三
山
は
、

ど
れ
も
日
本
人
に
よ
っ
て
登
ら
れ
て
い

る
、
日
本
人
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
あ
る
。

テ
ン
ト
場
に
着
く
と
、
そ
こ
に
は
、

夢
で
は
な
い
か
と
見
ま
が
う
ほ
ど
の
三
　
７

山
の
姿
が
、
荘
厳
に
、
気
高
く
、
屹
立
　
蝙

し
て
い
た
。
左
か
ら
マ
ナ
ス
ル
、
Ｐ
２９
、

ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
が
夕
暮
れ
の
ま
さ
に
日

の
落
ち
ん
と
す
る
ピ
ン
ク
色
の
空
に
並

ん
で
、
私
を
出
迎
え
て
く
れ
た
。
や
が

て
、
空
は
薄
い
紫
色
に
変
わ
り
、
山
々

は
濃
紺
の
シ
ル
エ
ッ
ト
に
変
わ

っ
て
い

く
の
で
あ
っ
た
。
あ
あ
、
や
っ
と
会
え

た
父
の
山
。
な
ん
と
美
し
い
姿
で
あ
る

う
。
思
わ
ず
、
涙
が
ほ
お
を
伝
う
の
を
、

抑
え
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

翌
朝
、
ま
だ
日
の
出
な
い
う
ち
、
空

に
は
星
さ
え
残

っ
て
い
る
早
朝
、
ス
ケ

ッ
チ
ブ

ッ
ク
と
絵
の
具
を
か
か
え
、
テ

ン
ト
を
這
い
出
す
。
良
い
場
所
に
位
置

鸞
轟
難
難
鰤湘
轟
攀
熱
器
難
辮
灘
轟
轟
轟
鎌
舗
一一一一一一一一椰̈̈̈
一一̈̈̈一̈一̈脚一̈̈

¨
マ
ナ
ス
ル
三
山
展
望
の
旅

“警
岬　
　
　
　
　
　
　
　
　
芳
賀
淳
子
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を
と
り
、
モ
ル
ゲ
ン
ロ
ー
ト
に
染
ま
る

三
山
を
描
こ
う
と
身
構
え
て
待
つ
。
薄

く
空
が
茜
色
に
染
ま
り
、
小
さ
く
点
の

よ
う
に
太
陽
が
姿
を
現
わ
す
や
、
金
色

の
光
が
山
項
を
照
ら
し
、
そ
れ
は
見
る

見
る
う
ち
に
山
全
体
を
覆
い
、
息
を
飲

む
よ
う
な
色
彩
の
変
化
を
見
せ
て
く
れ

た
。
あ
っ
と
い
う
間
の
、
瞬
間
と
も
い

え
る
よ
う
な
短
い
時
間
で
あ
っ
た
。
ス

ケ
ッ
チ
の
仲
間
は
夢
中
で
、
そ
の
瞬
問

の
山
々
を
絵
筆
に
捕
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
が
、
誰
も
が
、
捕
え
よ
う
の
な
い

自
然
の
前
に
、
自
分
の
無
力
さ
を
実
感

し
て
い
る
に
違
い
な
い
と
思

っ
た
。

そ
の
仲
間
に
、
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
を
初

登
攀
し
た
サ
ミ
ッ
タ
１
２
人
と
も
う
１

人
の
登
頂
者
が
い
た
。
老
登
山
家
と
な

っ
た
サ
ミ
ッ
タ
ー
の
１
人
は
静
か
に
山

と
向
き
合
い
、
ス
ケ
ッ
チ
に
余
念
が
な

か
っ
た
。
再
び
ま
み
え
た
若
き
日
の
山

と
の
対
話
は
、
私
の
想
像
の
は
る
か
及

ば
ぬ
、
深
く
、
重
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ

う
。幸

い
、
３
日
間
の
滞
在
は
快
晴
続
き

で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、
思
い
思
い

の
形
で
、
こ
の
山
々
と
の
出
会
い
を
楽

し
ん
だ
旅
で
あ
っ
た
。

少
な
く
と
も
、
私
に
と
っ
て
は
、
こ

の

「５０
年
節
目
の
旅
」
の
お
蔭
で
、
生

き
て
き
た
歳
月
を
い
ま

一
度
振
り
返
り
、

別
れ
、
困
難
、
悲
し
み
な
ど
と
い
う
、

言

っ
て
見
れ
ば
否
定
的
な
部
分
を
、
も

っ
と
肯
定
的
に
見
直
す
不
思
議
な
力
を

も
ら
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
元
気
を

も
ら
っ
て
帰
国
で
き
た
こ
と
は
、
大
き

な
収
穫
で
あ
っ
た
。

幻
の
南
極
観
測
船
「や
ま
と
」

佐
野
忠
則

「宗
谷
」
「ふ
じ
」
「し
ら
せ
」
に
次
ぐ

四
代
目
の
南
極
観
測
船
の
船
名
も

「し

ら
せ
」
に
決
ま
っ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い

る
。
わ
が
尊
敬
す
る
白
瀬
中
尉
の
名
が

残
る
こ
と
に
な
ん
ら
異
存
は
な
い
が
、

や
や
憮
然
た
る
思
い
も
あ
る
。

２５
年
前
、
老
朽
化
し
た

「ふ
じ
」
の

後
継
船
の
名
は

一
般
公
募
さ
れ
た
。
そ

の
時
、
圧
倒
的
に
多
い
応
募
名
は

「し

ら
せ
」
で
は
な
く

「や
ま
と
」
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
当
時
の
人
気
ア
ニ
メ

「宇

宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
」
に
由
来
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
南
極
観
測
船
は
海
上
自
衛

隊
所
属
で
自
衛
艦
隊
の
命
名
の
基
準
に

よ
れ
ば
、
砕
氷
艦
は

「名
所
旧
跡
の
名
」

か
ら
命
名
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

２５
年
前
の
命
名
の
折
、
一
番
人
気
の
「や

ま
と
」
が
採
用
さ
れ
ず
、
ま
た
人
名
を

採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず

「し
ら
せ
」
と
な
っ
た
の
は
、

選
考
委
員
会
の
裁
定
に
よ
り
中
尉
の
命

名
し
た
自
瀬
氷
河
に
ち
な
み
「し
ら
せ
」

と
命
名
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

今
回

一
番
多
か
っ
た
の
は
同
じ
く
白

や
ま

と

ゆ
き
は
ら

瀬
中
尉
の
命
名
し
た
大
和
雪
原
に
ち
な

み

「ゆ
き
は
ら
」
で
あ
り

「や
ま
と
」

も
人
気
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
出

身
地
の
秋
田
県
に
か
ほ
市
の
小
学
生
の

要
望
な
ど
に
よ
り
、
結
局

「し
ら
せ
」

に
決
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

で
は
前
回
も
今
回
も
何
の
た
め
に

一
般

公
募
し
た
か
わ
か
ら
な
い
。

白
瀬
中
尉
は
愛
知
県
豊
田
市
で
亡
く

な
っ
て
お
り
、
私
の
母
の
実
家
が
豊
田

市
で
あ
る
こ
と
も
あ

っ
て
子
供
の
頃
か

ら
白
瀬
中
尉
の
南
極
探
検
に
興
味
が
あ

っ
た
。
私
は
北
大
へ
進
学
後
、
先
輩
の

勧
め
も
あ
り
南
極
越
冬
隊
に
参
加
で
き

る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
た
。
だ

が
、
諸
般
の
事
情
で
参
加
し
な
か
っ
た

こ
と
を
今
で
も
後
悔
し
て
い
る
。
も
し

参
加
し
て
い
れ
ば
、
日
本
山
岳
会
の
中

で
も
う
少
し
大
き
な
仕
事
が
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
と
残
念
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
中
尉
は
寺
子
屋
の
先
生

か
ら
教
わ
っ
た
北
極
探
検
の
話
に
触
発

さ
れ
探
検
家
を
志
し
た
が
、
そ
の
際
の

心
構
え
と
し
て
、
①
酒
を
飲
ま
な
い
、

②
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
、
③
茶
を
飲
ま

な
い
、
④
湯
を
飲
ま
な
い
、
⑤
寒
中
で

も
火
に
あ
た
ら
な
い
を
教
わ
り
、
生
涯

こ
の

「五
つ
の
戒
め
」
を
実
行
し
た
と

い
わ
れ
る
。
私
は
、
こ
れ
ら
の
ひ
と
つ

も
守
れ
て
い
な
い
の
で
、
探
険
家
に
な

る
資
格
な
ど
元
々
な
い
の
か
も
し
れ
な

白
瀬
探
検
隊
は
政
府
の
支
援
が
全
く

な
い
な
か
で
、
募
金
と
借
金
で
２
０
０

ト
ンの
海
南
丸
を
手
に
入
れ
、
ア
ム
ン
ゼ

ン
、
ス
コ
ッ
ト
と
南
極
点
到
達
を
競

っ

た
。
残
念
な
が
ら
目
的
を
達
成
し
得
な

か
っ
た
も
の
の
、
戦
後
の
日
本
山
岳
会

に
よ
る
マ
ナ
ス
ル
登
頂
以
上
に
日
本
国
　
８

民
を
熱
狂
さ
せ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
　

辣

い
つ
の
時
代
も
、
パ
イ
オ
ニ
ア
ワ
ー

ク
は
全
国
民
を
熱
狂
さ
せ
る
力
を
秘
め

て
い
る
よ
う
だ
。
次
な
る
パ
イ
オ
ニ
ア

ワ
ー
ク
は
、
も
う
存
在
し
な
い
の
だ
ろ

う
か
。

南
極
か
ら
帰
還
し
た
白
瀬
中
尉
を
待

っ
て
い
た
の
は
借
金
地
獄
で
あ
っ
た
。

全
国
を
行
脚
し
て
得
た
講
演
会
収
入
を

返
却
に
充
て
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
、

日
本
の
探
検
史
上
で
最
も
偉
大
な
こ
の

探
検
家
は
、
昭
和
２１
年
９
月
、
愛
知
県

豊
田
市
で
極
貧
の
う
ち
に
亡
く
な
っ
て

い
る
。

駅
前
近
く
の
亡
く
な
っ
た
場
所
に
は
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今
も

「白
瀬
中
尉
終
焉
の
地
」
と
い
う

石
碑
が
立

っ
て
い
る
が
、
知
る
人
は
少

な
い
。
た
だ
そ
の
名
は
２１
世
紀
も
南
極

観
測
船
と
し
て
残
る
だ
ろ
う
。

モ
ン
タ
・カ
ン
リ
山
群
登
頂

田
路
繁
男

モ
ン
タ

ｏ
カ
ン
リ
山
群
は
中
国
チ
ベ

ッ
ト
自
治
区
ラ
サ
市
の
南
南
西
約
２
０

０
キ

ロ、
ブ
ー
タ
ン
国
境
近
く
の
ヒ
マ
ラ

ヤ
山
脈
に
位
置
す
る
。
立
ち
入
り
に
は

許
可
が
必
要
で
あ
る
。
氷
河
に
囲
ま
れ

た
山
群
は
、
本
峰
が
６
４
２
５
際
川
で
６

０
０
０
際
川峰
を
複
数
有
し
て
い
る
。

０７
年
９
月
５
日
か
ら
２２
日
ま
で
の
１８

日
間
、
チ
ベ
ッ
ト
の
未
踏
峰
、
モ
ン
タ
・

カ
ン
リ
山
群
に
挑
戦
し
た
。
メ
ン
バ
ー

は
、
伊
東
亨

（大
分
県
）
、
木
下
会
長
他

８
名

（飛
騨
山
岳
会
）
、
宮
本
数
男

（福

井
支
部
長
）
、
筆
者
・田
路
繁
男

（福
井

支
部
）
で
あ
る
。

９
月
５
日
、
メ
ン
バ
ー
が
福
岡
空
港

に
集
合
。
上
海
か
ら
成
都
を
経
由
し
、

ラ
サ
ヘ
入
る
。
７
日
、
１
人
が
発
熱
、

病
院
へ
。
８
日
は
、
装
備
チ
ェ
ッ
ク
、

食
料
購
入
、
市
内
観
光
な
ど
。
マ
ツ
タ

ケ
は
ｌ
ｏ
３
キ

ロが
２
０
０
０
円
だ
っ
た
。

９
日
、
四
輪
駆
動
車
と
ト
ラ
ッ
ク
に

分
乗
し
、
Ｂ
Ｃ
に
向
け
て
出
発
。
ヤ
ン

チ
ョ
・
ヨ
ン
ツ
ォ
湖

（チ
ベ
ッ
ト
の
三

大
聖
湖

・
４
４
４
１
肝
）
は
水
の
色
が

青
く
美
し
い
。
峠
を
越
え
、
小
川
の
そ

ば
に
Ｂ
Ｃ

（４
９
５
０
鮮
）
設
立
。
夕

食
は
マ
ツ
タ
ケ
ご
飯
。

１０
日
、
高
度
順

応
日
。
Ｃ
ｌ

（５
１
５
０
屑
）
予
定
地

ま
で
往
復
す
る
。

Ｈ
日
、
Ｂ
Ｃ
～
Ｃ
ｌ
へ
。

１３
時
過
ぎ

に
ヤ
ク
ー５
頭
の
荷
物
が
Ｃ
ｌ
に
着
く
。

飛
騨
山
岳
会
の
４
人
が
三
峰
下
部
岩
壁

帯
に
ル
ー
ト
を
見
つ
け
、
ケ
ル
ン
を
積

み
な
が
ら
上
部
の
尾
根
（５
４
０
０
肝
）

へ
登
る
。

１２
日
、
Ｃ
ｌ
～
Ｃ
２

（５
５
０
０
鮮
）

予
定
地
へ
荷
揚
げ
。
ル
ー
ト
エ
作
隊
４

人
は
、
Ｃ
２
上
部
ル
ー
ト
ヘ
出
発
。
荷

揚
げ
隊
７
人
は
、
Ｃ
２
に
登
攀
具
を
デ

ポ
し
て
下
る
。
工
作
隊
は
Ｃ
２
上
部
に

約
２
０
０
際
川
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
を

設
置
し
下
山
。

１３
日
、
Ｃ
ｌ
～
Ｃ
２
ヘ

移
動
。
昼
前
に
Ｃ
２
到
着
。
テ
ン
ト
４

張
り
設
置
。

３０
分
後
に
雪
が
降
り
だ
し

た
。１４

日
、
い
よ
い
よ
ア
タ
ッ
ク
。
６
時

前
に
出
発
。
約
１
時
間
後
、
岩
と
雪
の

混
じ
っ
た
岩
稜
下
部
に
着
く
。
ハ
ー
ネ

ス
と
ア
イ
ゼ
ン
を
着
け
て
宮
本
さ
ん
と

ザ
イ
ル
を
組
み
、
約
２
０
０
い
川を
登
る
。

ガ
ス
の
中
、
雪
稜
で
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト

状
態
と
な
り
、
平
衡
感
覚
が
お
か
し
く

な
る
。
ピ

ッ
ケ
ル
で
足
元
を
確
認
し
、

踏
み
外
さ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。
６

０
０
０
際
川
は
超
え
た
と
思
わ
れ
る
高
度

の
せ
い
か
、
立
ち
止
ま
る
時
間
が
多
く

な
る
。
登

っ
て
も
登

っ
て
も
同
じ
よ
う

な
雪
稜
が
続
く
。

１２
時
３５
分
、
つ
い
に
雪
稜
の
向
こ
う

側
が
低
く
な
り
、宮
本
さ
ん
と
モ
ン
タ
・

カ
ン
リ
項
上
に
立

っ
た
。
ガ
ス
の
切
れ

間
に
、
本
峰

（６
４
２
５
肝
）
が
チ
ラ

リ
と
の
ぞ
く
。
飛
騨
山
岳
会
の
６
人
の

登
項
を
待
ち
、
写
真
を
撮
る
。

１３
時
３０

分
、
下
山
開
始
。

１６
時
２０
分
、
Ｃ
２
到

着
。１５

日
、
宮
本
さ
ん
と
２
人
で
Ｃ
２
～

Ｃ
ｌ
へ
。

１６
日
、
テ
ン
ト
を
撤
収
し
、

Ｃ
ｌ
～
Ｂ
Ｃ
へ
下
る
。
そ
の
後
、

１８
日

ま
で
Ｂ
Ｃ
で
過
ご
す
。

１８
日
、

１５
日
か
ら
我
わ
れ
と
行
動
を

別
に
し
、
本
峰

ヘ
ア
タ
ッ
ク
し
た
飛
騨

山
岳
会
の
メ
ン
バ
１
２
名
が
登
項
に
成

功
し
、
Ｂ
Ｃ
に
帰
着
。
赤
飯
と
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
で
祝

っ
た
。

１９
日
、
Ｂ
Ｃ
を
撤
収
し
ラ
サ
ヘ
。
ラ

サ
で
は
、
買
い
物
や
、
四
川
料
理
、
観

劇
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

２２
日
、
上
海
経
由
で
福
岡
へ
、
そ
し

て
福
井
に
帰
省
。
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支
部

扁
目
固
一

権
現
の
森
林
づ
く
り

今
年
度
の
岐
阜
支
部
は
、
国
土
緑
化

推
進
機
構

「緑
の
募
金
」
の
助
成
を
受

け
て
、
揖
斐
川
流
域
住
民
に
よ
る
水
源

の

「権
現
の
森
林
づ
く
り
」
を
岐
阜
県

と
協
働
事
業
と
し
て
着
手
し
た
。

権
現
の
森
林
と
は
岐
阜
県
揖
斐
川
流

域
源
頭
部
に
あ
る
奥
山
で
、
ブ
ナ
林
帯

に
属
し
て
い
る
。
か
つ
て
焼
畑
、
炭
焼

き
に
よ
る
生
業
が
営
ま
れ
て
い
て
、
奥

山
に
生
き
る
人
々
に
生
活
の
場
と
糧
を

与
え
て
い
た
。
人
々
の
営
為
が
自
然
生

態
系
と
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
森

林
は
生
き
生
き
と
し
て
い
た
。

し
か
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
と
共
に
、

伊
勢
湾
台
風

（昭
和
３４
年
）
な
ど
を
境

に
人
々
が
奥
山
か
ら
姿
を
消
し
て
か
ら
、

森
林
は
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な

っ
た
。
近
年
、
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム

シ
に
よ
る
い
わ
ゆ
る

「ナ
ラ
枯
れ
」
現

象
が
蔓
延
し
、
奥
山
の
森
林
は
著
し
く

荒
廃
す
る
に
至

っ
た
。

日
本
山
岳
会
岐
阜
支
部
で
は
自
然
に

親
し
む
登
山
家
と
し
て
、
揖
斐
川
流
域

の
上
下
流
の
人
々
に
呼
び
か
け
、
荒
廃

し
た
奥
山
の
森
林
の
再
生
を
試
み
、
あ

わ
せ
て
森
林
の
重
要
性
を
学
ぶ
た
め
に

こ
の
事
業
を
行
な
う
事
に
し
た
。

第
１
回
植
樹
は
０７
年
Ｈ
月
４
日
で
参

加
者
４３
名
。
作
業
内
容
は
標
高
８
０
０

際
川付
近
で
の
前
年
か
ら
約
３０
回
に
わ
た

り
登
山
道
整
備
、
植
林
地
に
お
け
る
枯

れ
木
の
伐
採
、
下
刈
り
等
で
、
準
備
し

て
お
い
た
約
３
（腸
の
中
に
ブ
ナ
、
ミ
ズ

ナ
ラ
、
コ
ナ
ラ
、
キ
ハ
ダ
な
ど
各
７０
本

を
植
樹
し
た
。

参
加
者
の
集
ま
り
を
心
配
し
た
が
、

事
前
の
Ｐ
Ｒ

（新
聞
、
町
内
広
報
、
会

員
会
友
並
び
に
山
岳
団
体
や
ス
ポ
ー
ツ

店
で
の
呼
び
か
け
）
の
お
蔭
で
当
初
の

目
標
を
上
回
る
集
ま
り
が
あ
っ
た
。
幸

い
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
和
や
か
な
作
業
と

な
っ
た
。　
一
部
の
方
は
権
現
山
項

（１

１
５
８
鮮
）
ま
で
足
を
延
ば
し
、
午
後

だ
よ
り

全国各地の支部から、

それぞれの活動状況を、

北から南へとリポー ト

します。

植林の作戦会議を行なう参加者

は
ヌ
タ
場
や
ト
チ
の
大
木
、
炭
焼
き
窯

の
跡
な
ど
を
見
学
し
、
紅
葉
真

っ
只
中

の
森
を
散
策
し
、
午
後
４
時
に
散
会
し

た
。第

２
回
植
樹
は
■
月
Ｈ
日
で
、
参
加

者
４０
名
。
同
地
域
に
ミ
ズ
メ
、
イ
ヌ
シ

デ
、
カ
ツ
ラ
、
エ
ゴ
ノ
キ
な
ど
広
葉
樹

の
苗
木
各
７０
本
を
、
前
回
と
合
わ
せ
て

６
３
０
本
の
植
樹
を
完
了
し
た
。

矢
中
谷
林
道
の
車
止
め
か
ら
苗
木
を

参
加
者
で
分
散
し
、
植
林
地
ま
で
お
よ

そ
２
キ

ロを
１
時
間
か
け
担
ぎ
上
げ
た
。

午
後
は
西
條
会
員
に
よ
る
専
門
的
な
林

学
の
見
地
か
ら
自
然
観
察
を
行
な
っ
た
。

第
３
回
植
樹
は
０８
年
５
月
Ｈ
日
に
、

再
び
岐
阜
県

「山
の
日
」
協
賛
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
８
月
３
日
に
は

「権
現

東
海
支
部

の
森
林
ま
つ
り
」
を
予
定
し
て
い
る
の

で
、
全
国
か
ら
積
極
的
な
参
加
を
希
望

し
ま
す
。

（中
島
員

一
）

猿
投
の
森
づ
く
り
の
会

「卜
卜
□
の
森
の
探
検
隊
」

『山
』
Ｈ
月
号
１３
パ
ー
に
小
川
務
会
員
が

報
告
し
た

「森
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

は
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
第
五
交
響
曲

全
奏
と
、
森
林
観
察
会
で
大
盛
会
だ
っ

た
が
、
い
わ
ば
こ
れ
は
成
人
向
き
の
催

し
で
あ
る
。

「ト
ト
ロ
の
森
の
探
検
隊
」
は
、
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
パ
ー
ト
Ⅱ
で
、
子
供
た

ち
が
対
象
で
あ
る
。

０７
年
Ｈ
月
１７
日
、
児
童
４８
名
、
保
護

者
４６
名
、
教
諭
１５
名
の
合
計
１
０
９
名

が
猿
投
の
森
、
内
院
に
集
ま
っ
た
。
今

年
は
コ
ナ
ラ
、
ア
ベ
マ
キ
、
シ
イ
、
カ

シ
類
な
ど
ブ
ナ
科
の
ド
ン
グ
リ
が
大
豊

作
で
、
森
を
歩
き
な
が
ら
子
供
た
ち
は

城
声
を
あ
げ
て
、
ほ
し
い
だ
け
拾
い
袋

に
入
れ
た
。
園
芸
用
の
ス
コ
ッ
プ
で
森

の
腐
植
に
富
む
土
を
掘
り
取

っ
て
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
の
袋
に
入
れ
た
。
家
へ
帰

っ

て
植
木
鉢
に
ド
ン
グ
リ
を
植
え
、
芽
出

し
を
見
る
た
め
で
あ
る
。

■ 10
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そ
の
後
、
大
脇
会
員
ら
が
用
意
し
た

枝
打
ち
の
廃
材
を
利
用
し
た
森
の
四
足

動
物
の
ク
ラ
フ
ト
作
り
に
眼
を
輝
か
せ

た
。
鈴
村
会
員
と
女
性
会
員
た
ち
が
作

っ
た
お
汁
粉
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
。
間
伐

の
廃
材
を
燃
や
し
て
作

っ
た
燥
で
焼
く

餅
が
珍
し
い
の
か
、
焚
火
の
そ
ば
に
多

勢
寄

っ
て
き
た
。

猿
投
の
森
づ
く
り
の
会
の
顧
間
を
し

か
ん

ベ

て
い
る
神
戸
洋
美
さ
ん
は
、
愛
知
県
の

県
会
議
員
と
ひ
な
ご
幼
稚
園

（春
日
井

市
）
の
園
長
と
い
う
両
刀
使
い
で
あ
る
。

環
境
問
題
を
主
政
策
に
掲
げ
て
お
ら
れ

る
。
今
回
の
児
童
や
保
護
者
は
こ
の
幼

稚
園
と
、
神
戸
さ
ん
の
実
妹
の
川
地
直

美
さ
ん
が
経
営
す
る
瀬
戸
ひ
な
ご
幼
稚

園

（瀬
戸
市
）
と
の
合
同
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
の
で
あ
る
。
募
集
を
し
た
ら

予
定
枠
を
は
る
か
に
越
す
参
加
希
望
が

あ
り
、
あ
わ
て
て
半
数
以
下
に
し
ぼ
っ

て
何
と
か
今
回
の
１
０
９
名
に
抑
え
た

と
い
う
。

感
想
を
聞
い
て
み
る
と
、
男
親
も
女

親
も
、
「子
供
も
喜
ん
だ
が
、
そ
れ
以
上

に
自
分
た
ち
が
楽
し
ん
だ
。
ま
た
や
っ

て
ほ
し
い
」
と
の
意
見
が
多
か
っ
た
。

ま
た
「山
は
登
山
道
が
あ
る
の
で
い
つ

で
も
行
け
る
が
、
道
の
な
い
自
然
の
森

は
引
率
者
が
い
な
い
と
歩
け
な
い
。
途

中
に
キ
ノ
コ
な
ど
い
っ
ぱ
い
発
見
が
あ

っ
て
楽
し
か
っ
た
」
と
も
い
う
。

ル
ネ

・
デ
カ
ル
ト
の
ダ
イ
コ
ト
ミ
ー

（二
元
論
）
に
よ
れ
ば
、
知
識
に
は
次
の

二
つ
が
あ
る
。

ｌ

ｏ
タ
シ
ッ
ト

・
ナ
レ
ッ
ジ

（暗
黙
知
、

内
在
知
な
ど
と
訳
さ
れ
て
い
る
）
。

２

・
エ
ク
ス
プ
リ
シ
ッ
ト

・
ナ
レ
ッ
ジ

（形
式
知
、顕
在
知
な
ど
と
訳
さ
れ
て
い

る
）
。

暗
黙
知
は
五
感

（視
覚
、
聴
覚
、
触

覚
、
味
覚
、
臭
覚
）
を
通
し
て
頭
に
入

り
、
心
に
像
を
結
ぶ
知
識
で
あ
る
。
書

物
や
講
話
な
ど
で
は
身
に
つ
か
ず
、
フ

ィ
ー
ル
ド

（自
然
環
境
）
の
体
験
を
経

な
い
と
結
像
し
な
い
。
理
論
や
定
理
や

デ
ー
タ
解
析
な
ど
を
飛
び
こ
え
て
物
ご

と
の
本
質
へ
迫
る
。

古
来
、
す
ぐ
れ
た
山
の
ル
ー
ト
フ
ァ

イ
ン
ダ
ー
は
こ
と
ご
と
く
皆
、
暗
黙
知

に
よ
る
自
然
把
握
の
達
人
だ

っ
た
。

他
方
、
形
式
知
は
、
理
論
、
原
理
、

デ
ー
タ
、
仕
様
書
、
方
程
式
な
ど
の
形

式
言
語
や
数
値
を
通
し
て
伝
達
さ
れ
、

理
解
可
能
な
知
識
で
あ
る
。
科
学
や
知

育
に
は
、
こ
の
二
つ
の
調
和
の
と
れ
た

発
達
が
必
要
で
あ
る
。

自
然
現
象
は
広
く
、
深
く
、
複
雑
で
、

形
式
知
の
み
で
は
と
う
て
い
把
握
し
き

れ
な
い
。

幼
少
期
に
本
物
の
自
然
を
五
感
の
働

き
で
知

っ
た
人
は
、
成
人
に
な
る
こ
ろ
、

暗
黙
知
で
と
ら
え
た
体
験
と
記
憶
を
基

に
し
て
自
然
観
を
感
得
す
る
だ
ろ
う
。

そ
の
自
然
観
は
文
明
観
を
培
育
し
、
文

明
観
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
人
は
正
義

感
や
使
命
感
に
目
覚
め
、
世
界
観
を
形

成
す
る
。
健
全
な
人
間
の
発
達
は
す
べ

て
幼
少
期
の
自
然
体
験
に
発
す
る
。
幼

少
期
森
林
体
験
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
、
猿
投
の

森
づ
く
り
の
会
で
は
児
童
の
森
林
体
験

を
最
優
先
の
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
に
と
り

上
げ
、
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

（橋
村

一
豊
）

森のフェスティバルに集った「トトロの森の探検隊」

ヒマラヤ環境調査 トレッキング

参カロ者募集

世界の屋根ヒマラヤで、地球温暖化が山岳環境

に及ぼす影響について考えましょう。

自然保護委員会・科学委員会

Aコ ース :エ ヴェレス ト山群イムジャ氷河湖と

カラパタール21日 間 4月 23日 出発

東京 0大阪発着 参加費 (会員)43万円

*残席僅少

東京・大阪→カ トマンズ→ルクラ→ナムチェ→チュクン→イ

ムジャ氷河湖→チュクン→ロブチェ→カラパタール→往路を

下山→ホテル・工ベレス トビュー→ルクラ→カ トマンズ→東

京 。大阪

Bコ ース :イ ムジャ氷河湖観察フライトとエヴ

ェレス ト街道 9日 間 4月 23日 出発

東京・大阪発着 参加費 (会員)39万円

東京 。大阪→カトマンズ→ルクラ→ナムチェ→ホテル・工べ

レス トビュー→ヘリコプターでルクラー→カ トマンズ→ヒマラ

ヤの氷河とイムジャ氷河湖観察

フライト→カトマンズ→東京・大阪

参加ご希望の方は事務局まで。資料送付します。
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ヽ
一o‐嗜‐

′「 コ

理
書
肇
農
書
■
■
■
■
■
■
■

第
３８
回
山
岳
図
書
を
語
る
タ
ベ

０７
年
Ｈ
月
１９
日
、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版

社
長

・
中
西
健
夫
氏
を
ル
ー
ム
に
お
招

き
し
、
「山
岳
図
書
の
出
版
事
情
」
と
題

し
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
１
０
４
号

室
が
満
席
に
な
る
盛
況
だ

っ
た
。

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
は
、
京
都
の
丸
善
の
洋

書
部
に
勤
め
て
い
た
父
君
が
昭
和
３
年

に
独
立
し
、
京
都
大
学
の
前
で
開
い
た

洋
書
専
門
の
書
店
と
し
て
始
ま
っ
た
。

当
初
か
ら
屋
号
は
片
仮
名
で
、
そ
の
わ

け
は
明
治
初
年
の
洋
書
販
売
店
の
歴
史

に
遡
る
。
ご
両
親
の
死
後
、
高
校
３
年

生
だ

っ
た
中
西
健
夫
氏
が
家
業
を
引
き

継
い
だ
の
が
昭
和
３０
年
。
や
が
て
書
店

業
と
出
版
業
を
併
行
し
、

２５
年
ほ
ど
前

か
ら
出
版
業

一
本
に
な
っ
た
。

家
業
の
か
た
わ
ら
登
山
を
楽
し
ん
だ
。

き
　
び

森
本
次
男
氏
の
麒
尾
に
付
し
て
奥
美
濃

に
通
い
つ
め
る
。
そ
の
こ
ろ
京
大
の
先

生
方
か
ら
話
が
あ
っ
て
出
版
し
た
の
が

生
曰

『京
都
の
秘
境
・芦
生
』
１
９
７
０
年
刊
。

こ
れ
が
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
の
山
の
本
の
嗜
矢

と
な
っ
た
。
は
じ
め
は
自
然
保
護
が
ら

み
で
京
都
周
辺
の
里
山
や
森
林
の
本
が

主
だ
っ
た
が
、
い
つ
し
か
対
象
は
近
畿

一
円
の
山
に
ひ
ろ
が
り
、
い
ま
や
そ
の

方
面
の
山
の
本
な
ら
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
と
言

わ
れ
る
ま
で
に
な
る
。

９０
年
代
に
入
る

と
海
外
の
山
に
も
日
を
向
け
、
そ
の
精

力
的
で
ユ
ニ
ー
ク
な
出
版
活
動
は
ご
存

知
の
通
り
。
約
１
１
０
０
点
の
同
社
刊

行
物
の
う
ち
、

１０
ずヽ自
の
１
１
０
点
が
山

岳
図
書
で
あ
る
。

と
い
う
筋
立
て
の
お
話
を
１
時
間
半

に
わ
た
っ
て
伺

っ
た
の
だ
が
、
こ
れ
が

ま
こ
と
に
興
味
あ
ふ
れ
る
内
容
だ

っ
た
。

親
の
代
か
ら
出
入
り
の
京
大
関
係
の
伝

説
的
な
学
者

・
岳
人
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
登

場
し
、
興
の
お
も
む
く
ま
ま
に
裏
話
、

こ
ぼ
れ
話
が
披
露
さ
れ
る
。
そ
の

一
方

で

「今
西
錦
司
先
生
の
陰
に
隠
れ
た
偉

い
人
た
ち
の
話
」
が
も
う
ひ
と
つ
の
主

題
と
な
り
、　
一
中

止
三
高

・京
大
の
「正

・「
川

≡
黒

Ｅ
風

書
芋

日本山岳会の

各委員会、同好会の

活動報告です

山好きの社長として知られる中西健夫氏

統
派
」
と
は
ち
が
っ
た
味
の
北
山
歩
き

の
こ
と
、
そ
の
中
心
に
な
っ
た
人
々
と

本
の
こ
と
な
ど
が
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ち

り
ば
め
て
熱

っ
ぽ
く
語
ら
れ
た
。

や
が
て
講
演
会
は
ご
く
自
然
に
懇
談

会
へ
と
移

っ
て
い
っ
た
。
そ
の
主
題
は

「山
の
本
に
未
来
は
あ
る
か
」
。
な
に
し

ろ
参
会
者
は
山
の
本
の
著
者
た
ち
を
含

め
て

一
家
言
あ
る
人
ば
か
り
、
多
数
の

出
版
関
係
者
の
日
頃
の
鬱
懐
も
ま
じ
え

て
談
論
風
発
、
話
は
大
い
に
盛
り
上
が

っ
た
。

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
は

「ほ
か
の
本
で
儲
か

っ
た
分
で
山
の
本
を
こ
し
ら
え
て
い

る
」
と
い
う
。
い
わ
ば
山
好
き
の
社
長

の
道
楽
が
、
衰
退
気
味
の
山
岳
図
書
出

版
の

一
角
を
辛
う
じ
て
支
え
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。
こ
の
奇
特
で
貴
重
な
道
楽

に
参
会
者

一
同
エ
ー
ル
を
送
り
、
第
３８

回

「山
岳
図
書
を
語
る
タ
ベ
」
は
盛
会

の
う
ち
に
終
了
し
た
。
い
や
あ
、
面
白

か
っ
た
。

（平
井
吉
夫
）

集
会
委
員
会
■
■
卜
■
■
■
■

ス
キ
ー
懇
親
会

１
月
１２
日
、
ロ
ッ
ジ
上
野
ス
キ
ー
ヘ

の
到
着
は
ほ
ぼ

一
番
手
だ
。
続
々
と
参

加
者
が
到
着
し
て
賑
や
か
に
な
る
。
１

年
ぶ
り
に
会
う
人
も
多
い
。
早
速
ゲ
レ

ン
デ
に
繰
り
出
す
。
雪
は
善
光
寺
平
に

は
な
く
、
小
布
施
辺
り
か
ら
よ
う
や
く

見
ら
れ
た
。
ゲ
レ
ン
デ
も
少
な
め
で
あ

っ
た
。
久
々
の
ス
キ
ー
で
太
も
も
に
筋

肉
痛
を
得
て
、
や
っ
と
ス
キ
ー
に
来
た

と
い
う
感
慨
が
わ
い
て
く
る
。

夜
の
宴
会
は
い
つ
も
な
が
ら
楽
し
い
。

関
東
周
辺
を
中
心
に
、
北
は
越
後
、
西

は
京
都
、
東
海
ま
で
の
総
勢
２９
名
の
参

加
者
が
あ
っ
た
。
懇
親
会
に
先
立

っ
て

集
会
委
員
幹
事
の
高
橋
聰
氏
か
ら
挨
拶

が
あ
っ
た
。
続
い
て
、
元
副
会
長
の
芳

賀
孝
郎
氏
、
地
元
信
濃
支
部
会
員
の
金

子
誠
吾
氏
の
挨
拶
が
あ
り
、
ビ
ー
ル
で

乾
杯
、
懇
親
会
が
始
ま
っ
た
。
差
し
入

れ
の
日
本
酒
な
ど
が
振
舞
わ
れ
、
場
は

盛
り
上
が
る
。

菫 12
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１３
日
の
朝
、
夜
か
ら
し
ん
じ
ん
と
降

っ
た
雪
は
相
当
な
新
雪
を
も
た
ら
し
た
。

８
時
に
朝
食
を
と
る
と
す
ぐ
に
ゲ
レ
ン

デ
に
直
行
。
上
部
の
や
ま
び
こ
ゲ
レ
ン

デ
に
直
行
す
る
長
坂
駅
の
ゴ
ン
ド
ラ
は
、

３
連
体
の
中
日
と
あ
っ
て
行
列
が
で
き

混
雑
し
て
い
る
。
し
か
し
、
機
動
力
の

飛
躍
的
な
向
上
で
待
ち
時
間
は
短
い
。

終
点
の
や
ま
び
こ
駅
か
ら
リ
フ
ト
で

毛
無
山
に
向
か
う
。
昨
夜
か
ら
の
雪
と

風
で
、
ブ
ナ
の
樹
氷
が
素
晴
ら
し
い
。

５０
費
ンは
積
も

っ
た
だ
ろ
う
か
。
新
雪
の

バ
ー
ン
は
ス
キ
ー
が
滑
ら
か
に
回
転
す

る
の
を
助
け
る
。
ス
キ
ー
に
乗
り
込
ん

で
い
く
感
触
を
取
り
戻
し
、　
一
段
と
上

手
く
な
っ
た
よ
う
な
気
分
に
な
る
。
ス

キ
ー
ヤ
ー
に
と
っ
て
粉
雪
は
最
高
の
も

て
な
し
で
あ
る
。

ス
キ
ー
場
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
、
あ

ち
こ
ち
と
ゲ
レ
ン
デ
を
巡

っ
た
。
な
か

で
も
や
ま
び
こ
ゲ
レ
ン
デ
は
最
高
の
雪

質
で
、
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
滑

走
を
堪
能
で
き
た
。
ス
キ
ー
の
後
は
、

宿
の
隣
に
あ
る
松
葉
の
湯
に
入
っ
た
。

熱
め
だ
が
太
も
も
の
筋
肉
痛
に
効
く
よ

う
で
、
痛
み
が
楽
に
な
っ
た
。
夜
も
ま

た
宴
会
、
あ
ち
こ
ち
で
話
に
花
が
咲

く
。最

終
日
の
１４
日
、
９
時
の
記
念
撮
影

後
、
最
後
の
仕
上
げ
と
ば
か
リ
ゲ
レ
ン

デ
に
向
か
う
。
ガ
ラ
ガ
ラ
の
長
坂
駅
か

ら
、
ゴ
ン
ド
ラ
で
や
ま
び
こ
ゲ
レ
ン
デ

を
目
指
す
。
平
林
節
生
氏
の
リ
ー
ド
で

新
雪
滑
降
を
２
本
楽
し
ん
だ
。
リ
フ
ト

と
リ
フ
ト
の
間
に
整
地
し
な
い
深
雪
ゾ

ー
ン
が
あ
り
、
浮
遊
感
が
素
晴
ら
し
い
。

固
め
ら
れ
た
ゲ
レ
ン
デ
も
い
い
が
、
深

雪
は
山
ス
キ
ー
ヘ
と
誘
う
。
山
ス
キ
ー

こ
そ
ス
キ
ー
の
王
道
で
あ
る
。
午
後
に

な
り
晴
れ
間
も
で
て
き
た
。
昼
食
後
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
コ
ー
ス
ー
本
を
滑

っ
て
ス

キ
ー
板
を
納
め
た
。

お
世
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
集
会
委
員

の
方
々
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

（西
山
秀
夫
）

す
ば
る
天
文
台
と

ハ
ワ
イ
４
島
巡
り

当
研
究
会
は

「山
は
ど
う
し
て
高
く

な
っ
た
か
」
を
テ
ー
マ
と
し
巡
検
山
行

を
重
ね
て
き
た
。
今
回
は
、
プ
レ
ー
ト

テ
ク
ト
ニ
ク
ス
を
実
感
し
た
く
、
火
山

の
島
ハ
ワ
イ
４
島
を
訪
問
し
た
。

０７
年
Ｈ
月
２１
日
、
参
加
者
２０
名
は
成

田
を
出
発
。
飛
行
機
を
乗
り
継
ぎ
、
マ

ウ
イ
島
カ
フ
ル
イ
に
到
着
、
ク
ラ
植
物

園
で
昼
食
。
大
型
バ
ス
は
あ
っ
と
い
う

間
に
３
０
０
０
ｓ
川
の
ハ
レ
ア
カ
ラ
山
項

で
、
同
ク
レ
ー
タ
ー
を
眼
下
に
見
る
。

帰
路
、
イ
ア
オ
渓
谷
に
寄
り
、
カ
メ
ハ

メ
ハ
王
の
２
０
０
年
前
ハ
ワ
イ
全
島
統

一
の
戦
慄
の
話
を
聞
く
。

２２
日
、
ハ
ワ
イ
４
島
の
な
か
で

一
番

若
い
島

・
ハ
ワ
イ
島
を
訪
ね
た
。
現
在
、

太
平
洋
プ
レ
ー
ト
は
北
西
に
年
１０
費
／ず

つ
移
動
し
て
い
て
、
ハ
ワ
イ
島
の
ホ
ッ

ト

・
ス
ポ

ッ
ト
で
出
来
た
島
々
が
、
ハ

ワ
イ
ー
天
皇
海
底
火
山
群
が
カ
ム
チ
ャ

ツ
カ
ま
で
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
か
ら

驚
き
だ
。
サ
ー
ス
ト
ン
溶
岩

・
キ
ラ
ウ

エ
ア

・
イ
キ
カ
ル
デ
ラ
を
ハ
イ
キ
ン
グ
、

ジ
ャ
ガ
ー
博
物
館
の
火
山
展
望
台
で

一

望
で
き
る
大
カ
ル
デ
ラ
を
見
て
、
ナ
チ

ュ
ラ
ル
ガ
イ
ド
の
熱
弁
に
聞
き
ほ
れ
た
。

現
在
、
ホ
ッ
ト

・
ス
ポ

ッ
ト
は
島
の
南

東
部
の
海
底
に
移
動
し
て
い
る
。
地
球

の
壮
大
な
ド
ラ
マ
を
実
感
し
、
感
激
に

浸

っ
た
。

２３
日
、
こ
の
日
は
４
２
０
５
い
川
の
マ

ウ
ナ
ケ
ア
山
項
登
山
の
日
だ
。
ヒ
ロ
の

国
立
天
文
台
す
ば
る
観
測
所
に
立
ち
寄

り
予
備
知
識
を
得
る
。
２
８
０
０
際
川
の

オ
ニ
ズ
カ
セ
ン
タ
ー
で
昼
食
兼
高
所
順

応
後
、
す
ば
る
天
文
台
を
見
学
。
林
准

教
授
の
説
明
に
感
嘆
し
た
。
再
度
山
項

に
登
り
、
太
平
洋
に
沈
む
夕
日
を
眺
め
、

そ
の
雄
大
さ
と
寒
さ
に
身
震
い
を
感
じ

る
。２４

日
、
４
島
め
ぐ
り
の
最
北
の
島

ｏ

若者にも負けないタフな中高年の参加者

主l搬鶴等 欄:」隔劉隆ウエック・トレツク
国土交通大臣登録旅行業1662号 /日本旅行業協会正会員

〒1勝―∞03東京都港区西新橋3-24-8山内ビル4階

琵〕言舌 03-3437-8848E一 MAIL inお@evere試 .cojp
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カ
ウ
ア
イ
島
に
渡
る
。
こ
の
島
は
５
０

０
万
年
前
の
火
山
活
動
の
激
し
さ
と
地

形
的
に
も
各
種
の
古
さ
を
見
せ
て
く
れ

る
。
ワ
イ
ル
ア
河
を
遡
行
し
、
シ
ダ
の

洞
窟
を
見
学
。
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド

・

ボ
ビ
ー
さ
ん
の
ガ
イ
ド
ぶ
り
に
す
ご
く

勉
強
を
さ
せ
ら
れ
た
。

２５
日
、
太
平
洋
の
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ

オ
ン
と
い
わ
れ
る
ワ
イ
メ
ア
渓
谷
を
ハ

イ
キ
ン
グ
。
太
平
洋
の
ホ
ッ
ト

ｏ
ス
ポ

ッ
ト
で
島
が
で
き
て
か
ら
熱
帯
雨
林
に

降

っ
た
雨
が
溶
岩
台
地
を
浸
食
。
幅
ｌ
ｏ
６

キ
ロ、
全
長
ｌ
ｏ
６
キ

ロ、
深
さ
Ｈ
キ

ロ
の
大
渓
谷

の
自
然
を
楽
し
む
。
コ
ケ
エ
・
パ
ピ
リ

オ
ン
で
の
ボ
ビ
ー
さ
ん
の
野
外
ラ
ン
チ

は
こ
の
上
な
く
お
い
し
か
っ
た
。

２６
日
、
ホ
ノ
ル
ル
の
あ
る
オ
ア
フ
島ハワイ島キラウエア火山にて

に
戻
る
。
飛
行
機
か
ら
は
、
例
の
真
珠

湾
を
見
る
。
ビ
シ
ョ
ッ
プ
博
物
館
で
ハ

ワ
イ
王
朝
の
歴
史
を
勉
強
。
ハ
ワ
イ
火

山
の
展
示
を
見
て
い
る
う
ち
に
時
間
に

な
る
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

・
ヘ
ッ
ド
の
眺

望
は
圧
巻
で
あ
っ
た
。

ホ
ノ
ル
ル
か
ら
、

２８
日
１４
時
４０
分
、

成
田
着
。

「す
ば
る
天
文
台
見
学
が
ハ
イ
ラ
イ
ト

と
考
え
て
い
た
が
、
４
島
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
地
形

・
植
生
を
持
ち
、
緑
豊
か
な

島

ｏ
溶
岩
荒
々
し
い
島
、
こ
れ
ら
の
対

比
は
予
想
外
だ
っ
た
。
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ

イ
ド
同
行
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
、
自
然
を

説
明
す
る
豊
か
な
話
を
楽
し
く
聞
け
た
。

生
き
た
火
山
の
勉
強
の
場
で
あ
っ
た
」

と
参
加
者
の
感
想
で
あ
る
。

（船
橋

明
）

雪
山
登
山

０１
会
は
、

０５
年
秋
に
行
な
っ
た
玉
山

登
山
に
続
き
、

０７
年
１０
月
２６
日
～
２８
日

に
か
け
て
、
第
２
回
目
の
台
湾
登
山
と

し
て
雪
山
登
山
を
行
な
っ
た
。

参
加
者
Ｈ
名
は
全
員
登
項
を
果
た
し
、

無
事
下
山
し
た
。
登
山
日
程
は
、

２６
日
、

環
山
～
三
六
九
山
荘
。

２７
日
、
三
六
九

山
荘
～
雪
山
～
三
六
九
山
荘
へ
。

２８
日
、

暉

」

Ｆ
‐

，

聟

ｒ

雪山山項にて参加者全員で記念写真

三
六
九
山
荘
～
雪
山
東
峰
～
環
山
。

２９
日
は
、
タ
ロ
コ
渓
谷
観
光
か
ら
東

海
岸
に
出
て
台
北
に
戻
る
。
夜
８
時
よ

り
、
中
山
協
の
黄
宗
和
名
誉
理
事
長
、

謝
長
顕
理
事
長
、
林
哲
全
資
訊
組
組
長

な
ら
び
に
祭
諧
楽
名
誉
理
事
長
夫
人
の

李
秀
英
女
史
の
方
々
と
共
に
夕
食
会
を

台
北

「欣
葉
」
で
開
催
。

０１
会
Ｈ
名
と

周
文
先
生
を
含
め
１６
名
で
有
意
義
な
宴

会
で
あ
っ
た
。
お
互
い
の
山
岳
会
の
バ

ッ
チ
を
交
換
し
、
交
友
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

席
上
、
平
林
丈
彦
０１
会
副
代
表
に
対

し
、
「攀
登
五
岳
三
尖
証
明
書
」
を
中
山

協
の
謝
長
顧
理
事
長
か
ら
手
渡
さ
れ
た
。

台
湾
百
岳
ク
ラ
ブ
の
準
会
員
と
し
て
承

認
さ
れ
た
。
日
本
人
と
し
て
初
め
て
の

めぐる東チベットと、

ナムチヤバルワと聖なる湖・
東ヒマラヤ大周遊と青蔵鉄道10日間

硲
国土交通大臣登録旅行業第 490号/m日本旅行業協会正会員 (0ポ DF保証舎員

」薩五釜″
大阪 806‐ 6444… 3033  名1古

.屋
容 052¨ 581…3211  福岡 雪 092‐ 715… 1557

4/9(水)～ 4/18(」≧)00000・ 0¥516,000
4/23(月に)～ 5/2“D・・・。・00¥5289000

〒105‐0003東京都港区西新橋 2¨ 8‐ 11第 7東洋海事ビル 4階

東京・大阪。名古屋・福岡

e‐ ma‖ :info@a!pine‐ tour.com http:〃 www.a:pine‐tOur.cOm

顕
彰
で
あ
り
、
大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ

る
。な

お
、
今
回
も
日
本
山
岳
会
宮
下
秀

樹
会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
携
行
し
、
夕

食
会
の
冒
頭
で
上
野
美
裕
０１
会
代
表
か

ら
中
山
協
謝
長
顧
理
事
長
に
手
渡
さ
れ

た
。
帰
国
後
、
返
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

宮
下
会
長
に
手
渡
さ
れ
た
。（平

林
丈
彦
）
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エ
ド
モ
ン
ド
・ヒ
ラ
リ
ー
氏
を
偲
ぶ

田
部
井
淳
子

１
月
５
日
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
最
高
峰

ピ
コ
・
ボ
リ
バ
ル

（５
０
０
７
房
）
に

登
り
、
メ
キ
シ
ョ
の
日
航
ホ
テ
ル
に
入

っ
た
１
月
Ｈ
日
夜
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
の
電

話
で
ヒ
ラ
リ
ー
氏
逝
去
の
ニ
ュ
ー
ス
を

知

っ
た
。

と
う
と
う
こ
の
日
が
来
て
し
ま
っ
た

と
思
っ
た
。
２
０
０
２
年
、
国
際
山
岳

年
の
折
に
国
連
大
学
で
の
講
演
を
お
願

い
し
た
時
、
１
度
は
来
日
可
能
と
い
う

返
事
で
あ
っ
た
が
、
健
康
上
の
理
由
で

来
日
で
き
ず
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
自
宅

か
ら
衛
星
中
継
で
お
話
い
た
だ
い
た
。

翌
０３
年
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
登
項
５０
周

年
記
念
の
行
事
で
カ
ト
マ
ン
ズ
で
お
会

い
し
た
と
き
は
お
元
気
そ
う
に
見
え
た
。

で
も
、
椅
子
に
座
ら
れ
て
い
る
時
間
の

ほ
う
が
多
く
、
ジ
ェ
ー
ン
夫
人
は

「あ

ま
り
心
臓
が
よ
く
な
い
の
」
と
話
さ
れ

て
い
た
。
カ
ト
マ
ン
ズ
で
の
祝
賀
会
後
、

ロ
ン
ド
ン
や
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ヘ
の

移
動
は
専
用
機
だ
っ
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
で

一
緒
に
食
卓
を
囲
ん
だ
の
が

お
会
い
し
た
最
後
に
な
っ
た
。

私
の
と
こ
ろ
に
毎
年
各
国
の
人
か
ら

サ
イ
ン
し
て
ほ
し
い
と
い
う
手
紙
が
届

く
。
私
の
前
に
ヒ
ラ
リ
ー
氏
か
ら
サ
イ

ン
し
て
も
ら
っ
た
カ
ー
ド
が
入
っ
て
く

る
が
、
こ
こ
２
、
３
年
ヒ
ラ
リ
ー
氏
の

筆
力
が
弱
く
字
に
ぶ
れ
が
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
健
康
を
心
配
し
て
い
た
。

氏
の
逝
去
を
知
り
、
「こ
れ
で
登
山
の

一

時
代
が
終
わ
っ
た
」
と
い
う
の
が
実
感

だ
っ
た
。

私
た
ち
が
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
に
登

っ
た

１
９
７
５
年
の
こ
と
。
南
峰
か
ら
ガ
ク

ン
と
１
度
下
る
、
ヒ
ラ
リ
ー
の
チ
ム
ニ

ー
と
呼
ば
れ
る
岩
場
は
最
初
か
ぶ
り
気

味
で
あ
る
。
そ
の
岩
を
抱
え
る
よ
う
に

し
て
、
左
足
を
ク
ラ
ッ
ク
に
入
れ
ま
わ

り
こ
む
。
そ
の
瞬
間
、
人
類
で
初
め
て

こ
の
高
所
で
こ
の
岩
場
を
登

っ
た
ヒ
ラ

リ
ー
と
テ
ン
ジ
ン
は
や
は
り
す
ご
い
人

た
ち
だ
と
思
っ
た
。
そ
れ
ま
で
遠
い
歴

史
上
の
人
物
だ
と
思

っ
て
い
た
ヒ
ラ
リ

ー
氏
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
瞬
間
で
も

あ
っ
た
。

そ
の
年
も
、
ヒ
ラ
リ
ー
氏
は
ク
ム
ジ

ュ
ン
で
病
院
建
設
の
た
め
自
ら
柱
を
打

ち
つ
け
る
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

そ
こ
を
訪
問
し
よ
う
と
し
て
い
た
前
夫

人
と
娘
さ
ん
が
、
ル
ク
ラ
で
飛
行
機
事

故
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
に
、

私
は
す
ご
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
「女
子
隊
で
よ
く
登

っ
た
ね
、
お

め
で
と
う
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
き
、
そ
れ
以
来
ず

っ
と
交
流
が
続

い
て
い
る
。

「こ
れ
以
上
美
し
い
山
を
汚
し
て
は
い

け
な
い
。
私
た
ち
登
山
者
が
そ
れ
を
啓

蒙
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

氏
の
発
案
で
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン

・
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー

・
ト
ラ
ス
ト
が
設
立
さ
れ
た
。

日
本
山
岳
協
会
、
日
本
山
岳
会
、
日
本

勤
労
者
山
岳
連
盟
、
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協

会
の
支
援
で
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ
が
設
立
さ
れ

た
こ
と
を
ヒ
ラ
リ
ー
氏
は
大
変
喜
ば
れ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

１
９
９
７
年
の
夏
、
青
少
年
と
と
も
　
凸

に
尾
瀬
を
歩
き

「冒
険
と
は
自
分
自
身

が
ま
だ
到
達
し
て
い
な
い
地
点
に
向
け

て
動
く
こ
と
だ
。
冒
険
心
を
追
求
し
若

い
君
た
ち
が
自
然
と
向
か
い
合
い
、
未

来
に
向
か

っ
て
自
然
を
守

っ
て
ほ
し

い
」
と
熱
く
語
っ
た
こ
と
を
私
は
忘
れ

な
い
。

少
年
時
代
の
自
然
体
験
の
重
要
さ
と
、

若
者
た
ち
が
自
然
に
向
か
う
サ
ポ
ー
ト

を
す
る
の
が
お
と
な
の
役
日
だ
と
言
い

切

っ
た
ヒ
ラ
リ
ー
氏
。
そ
の
言
葉
を
実

践
し
て
い
く
こ
と
が
、
残
さ
れ
た
私
た

ち
登
山
愛
好
者
の
使
命
で
は
な
い
か
と

強
く
思
う
。

エ ドモンド・ ヒラリー

1919年 7月 20日 、ニュージーラ

ンドのオークランドに生まれる。

マウント・クック南稜ダイレク

ト初登攀などの記録 をもつ。

1953年、イギリスのエヴェレス

ト隊に参加、 5月 29日 、サーダ

ーのテンジン・ノルゲイととも

に、世界最高峰に初登頂 した。

その後も、ネパールに学校や病

院などを造 り、同国の近代化に

貢献 した。1997年、日本山岳会

の名誉会員に推挙された。
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図
書

紹
介

フ
リ
ー
マ
ン

・
ハ
ウ
ス

上
著

『ト
ー
テ
ム

・
サ
ー
モ
ン
ー

…聖

な
る
生
命
サ
ー
モ
ン
の
お
し
え
』

主
な
舞
台
は
、

７０
年
代
末
か
ら
２０
年

間
の
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の
１
本
の
川
、

マ
ト
ー
ル
川
。
都
会
を
捨
て
、
こ
の
川

に
住
み
つ
い
た

「元
ヒ
ッ
ピ
ー
」
の
著

者
が
、
絶
滅
し
か
け
て
い
た
固
有
種
の

サ
ー
モ
ン
を
復
活
さ
せ
る
。

彼
は
手
探
り
状
態
で
サ
ー
モ
ン
の
人

口
孵
化
を
続
け
る
う
ち
に
、
大
き
な
生

態
系
の

一
部
と
し
て
の
川
と
サ
ー
モ
ン

（ひ
い
て
は
人
間
）
の
関
係
に
目
覚
め
、

川
を
含
む
流
域
全
体
の
環
境
を
修
復
さ

せ
る
運
動
へ
と
、
活
動
を
仲
間
を
広
げ

て
い
く
。
行
政
と
の
交
渉
、
林
業
会
社

や
流
域
の
牧
場
主
と
の
軋
礫
。
そ
れ
ら

一
つ
一
つ
に
悩
み
、
解
決
の
糸
口
を
見

つ
け
、
粘
り
強
く
説
得
し
、
運
動
を
広

げ
て
い
く
。

大
西
洋
型
サ
ー
モ
ン
は
川
で
産
卵
を

す
る
と
次
の
年
は
海
へ
戻
り
、
２
度
目

の
産
卵
の
た
め
に
ま
た
川
へ
戻
る

（３

度
の
こ
と
も
あ
る
）
と
い
う
。
と
こ
ろ

が
太
平
洋
型
サ
ー
モ
ン
は
雌
雄
と
も
に

１
度
産
卵
を
す
る
と
そ
の
場
で
死
ん
で

し
ま
う
。
そ
ん
な
生
態
の
違
い
を
ま
っ

た
く
無
視
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
西
海
岸

か
ら
東
海
岸
へ
の
強
引
な
サ
ー
モ
ン
の

移
送
と
養
殖
が
１９
世
紀
か
ら
行
な
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
川
や
流
域
の
固
有
種
が
絶

滅
状
態
な
の
だ
と
い
う
。

そ
こ
に
見
え
隠
れ
す
る
の
は
、
古
い

も
の
を
蹴
散
ら
し
破
壊
し
な
が
ら
近
代

化
を
突
き
進
ん
で
き
た
ア
メ
リ
カ
の
漁

業
の
姿
だ
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
農
業
、

林
業
の
場
に
お
い
て
も
同
じ
だ

っ
た
に

違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

著
者
は
語
る
。
近
代
化
と
そ
れ
に
続

2007年 11月 発行
山と漢谷社刊
四六判 3189~
定価 2520円

く
乱
開
発
で
ズ
タ
ズ
タ
に
さ
れ
た
生
態

系
の
復
活
の
鍵
は
、
サ
ー
モ
ン
と
深
く

関
わ

っ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
先
住
民
の
知

恵
と
思
想
で
あ
る
と
。
そ
れ
は
ア
イ
ヌ

の
人
た
ち
と
鮭
と
の
長
い
関
わ
り
と
し

て
、
私
た
ち
日
本
人
に
は
な
じ
み
の
あ

る
感
覚
だ
。
だ
と
し
た
ら
、
私
た
ち
は

ま
だ
間
に
合
う
の
だ
ろ
う
か
。

「ト
ー
テ
ム

（崇
拝
さ
れ
る
べ
き
自
然

の
象
徴
）
・サ
ー
モ
ン
」
と
い
う
書
名
は
、

著
者
の
祈
り
で
も
あ
る
。（三

好
ま
き
子
）

質.φμん電若

著 者 書   名

図書受入報告 (2008年 1月 )

ベージ・サイズ 出版元 刊行年 寄贈/購入別

西堀榮三郎

小野有五

早川禎治

志田郁夫

水越武

田辺治 (編 )

国枝忠幹 他 (編 )

Harish Kapadia

A.A.Bern

Harish Kapadia(ed。 )

技士道十五ケ条
―

ものづくりを極める術 (朝 日文庫)

自然のメッセージを聴く
―

静かな大地からの伝言

わが山、源流へのあこがれ(改訂版)

山に魅せられて
一

志田郁夫写真集

知床 残された原始
― 水越武写真集

K2か らローツェヘ

JAC Hiroshima(No。 26)一 日本山岳会広島支部創立lo周 年記念号

Exploring the Hidden Himalaya(3 rd Revised&Enlarged Ed.)

Akademischer Alpenclub Bern 102.Jahresbericht(Nov。 2006‐ Okt.2007)

The Hinlalayan Journal(Vo163,2007)

316pp/15cln

31lpp/19crn

324pp/21crn

96pp/20crn

166pp/23x31cnn

158pp/26crn

136pp/30crn

224pp/23crn

40pp/21crll

318pp/22crn

朝日新聞社

北海道新聞社

北の野帳社

志田郁夫 (私家版)

岩波書店

日本山岳会東海支部

日本山岳会広島支部

Indus Pub.

Akademischer Alpenclub Bern

Hilnalayan Club

出版社寄贈

出版社寄贈

著者寄贈

著者寄贈

出版社寄贈

発行者寄贈

発行者寄贈

出版社寄贈

発行者寄贈

発行者寄贈

2007

2007

2008

2007

2008

2008

2008

2008

2007

2007

■ 16

ヽ

一

ヽ
「

≒どが群
ノダ

尋,
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平
成
１９
年
度
第
９
回
（１
月
度
）
理
事
会

日
時
　
平
成
２０
年
１
月
２３
日
　
１８
時
３０

分
～
２１
時

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

【出
席
者
】
宮
下
会
長
、
鯵
坂
・神
崎
各

副
会
長
、
吉
永

・
宮
崎

・
成
川
各
常
務

理
事
、
斉
藤

ｏ
藤
井

・
石
橋

・
古
野

・

太
田

・
堀
井

・
相
馬

・
岡
部

・
山
川
各

理
事
、
深
川

・
竹
中
各
監
事
、
河
野

・

近
藤
各
常
任
評
議
員
、
神
長
会
報
編
集

委
員
長

【欠
席
】
日
下
田
常
任
評
議
員

●
新
年
の
会
長
挨
拶
の
後
、
議
事
に
先

立
ち
新
任
の
事
務
局
職
員
紹
介
と
退
職

し
た
職
員
の
紹
介
が
あ
っ
た
。
（新
任
・

時
田
真
理
、
退
職

・
深
田
由
貴
子
、
吉

田
明
子
）

【審
議
事
項
】

ｌ

ｏ
「山
岳
」
写
真
転
載
許
可
願
い

越
後
支
部
小
田
辰
兵
衛
会
員
よ
り
、

自
身
の
所
属
す
る
山
岳
会

「阿
賀
山
の

会
」
創
立
１０
周
年
記
念
機
関
誌
に
山
岳

第
５
年
第
１
号
３８
パ
‐
「九
絶
贔
」
の
挿

入
写
真
ほ
か
。　
　
　
　
　
　
（承
認
）

【報
告
事
項
】

１

・
エ
ド
モ
ン
ド

・
ヒ
ラ
リ
ー
名
誉
会

員
逝
去
に
伴
う
弔
電

（神
崎
）

１
月
２２
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
て
葬
儀
が
行
な
わ
れ

た
。

２

・
森
作
り
連
絡
協
議
会
報
告
（吉
永
）

１
月
１２
日
、
東
海
支
部
ル
ー
ム
で
開

催
さ
れ
た
。

１１
支
部
中
７
支
部
が
参
加
し
、
活
発

な
意
見
交
換
が
あ
っ
た
。
現
状
の

一
覧

表
の
作
成
を
依
頼
。

次
回
、
岐
阜
で
８
月
２３
日
開
催
予
定
。

３

ｏ
山
岳
会
ル
ー
ム
の
定
期
清
掃

（宮

崎
）前

業
者
の
都
合
で
し
ば
ら
く
休
止
し

て
い
た
清
掃
を
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー

株
式
会
社
と
契
約
。
平
成
２０
年
２
月
よ

り
毎
月
１
度
実
施
す
る
。

４

・
放
送
大
学
テ
キ
ス
ト
の
内
容
に
つ

い
て
問
い
合
わ
せ

（吉
永
）

柴
田
会
員
よ
り
放
送
大
学
テ
キ
ス
ト

「Ｎ
Ｐ
Ｏ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
お
け
る
本

会
関
連
記
述
に
つ
い
て
理
事
会
の
了
承

の
確
認
に
つ
い
て
の
問
合
せ
が
あ
っ
た
。

一
部
手
続
き
の
不
備
が
あ
り
誤
解
を
招

い
た
旨
、
書
面
で
回
答
し
了
解
を
得
た
。

５

ｏ
平
成
１９
年
度
第
３

・
四
半
期
財
務

報
告

（吉
永
）

昨
年
と
ほ
ぼ
同
様
に
推
移
し
て
い
る
。

６

・
支
部

・
委
員
会
の
事
業
報
告
と
事

業
計
画

・
予
算
請
求
書
に
つ
い
て

（吉

永
）表

記
に
つ
い
て
今
年
度
か
ら
公
益
目

的
事
業
６
項
目
と
共
益
事
業

（会
員
対

象
）
と
区
分
し
、
記
載
し
て
も
ら
う
こ

と
と
し
た
。
な
お
、
各
資
料
は
電
子
デ

ー
タ
で
整
理
し
た
い
の
で
協
力
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

７

ｏ
「日
本
山
岳
会
し
お
り
」
の
改
定
に

つ
い
て

（宮
崎
）

新
入
会
員
用
の

「し
お
り
」
が
２
０

０
３
年
発
行
以
来
改
定
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
総
務
委
員
会
で
発
行
準
備
を
進

め
て
い
る
。
「会
の
案
内
」
も
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

８

・
富
山
支
部
創
立
６０
周
年
記
念
式

典

・
祝
賀
会
の
案
内

（宮
崎
）

３
月
２３
日
、
富
山
第

一
ホ
テ
ル
で
開

催
。
宮
下
会
長
　
神
崎
副
会
長
出
席
。

９

ｏ
０８
年
度
自
然
保
護
全
国
集
会
の
案

内

（山
川
）

４
月
１９
日
、

２０
日
、
千
駄
ヶ
谷
東
京

体
育
館
で
開
催
。

「高
山
帯
に
お
け
る
シ
カ
の
食
害
と
対

策
」
な
ど
。

「山
の
環
境
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し

結
果
を
発
表
す
る
。

１０

ｏ
「ヒ
マ
ラ
ヤ
環
境
調
査
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
」
と

「講
演
会
」
（山
川
）

自
然
保
護
、
科
学
委
員
会
の
共
催
で

行
な
わ
れ
る
。

●
環
境
調
査
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

４
月
２３
日
～
５
月
１３
日
、
慶
応
大
学
　
‐７

福
井
研
究
室
の
イ
ム
ジ
ャ
氷
河
湖
で
行
　
辣

な
わ
れ
て
い
る
地
球
温
暖
化
の
影
響
調

査
に
協
力
す
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
行
な

う
。
短
期
間
の
コ
ー
ス
も
企
画
予
定
。

●
講
演
会
２
月
２
日

「地
球
温
暖
化
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
氷
河
湖
の

拡
大
」
慶
応
大
学
教
授

ｏ
福
井
弘
道

「ヒ
マ
ラ
ヤ
の
氷
河
地
形
に
つ
い
て
」

科
学
委
員
会

・
小
疇

尚

「数
字
が
語
る
地
球
温
暖
化
」
自
然
保

護
委
員
会

・
西
田

進

■

ｏ
「山
岳
ト
イ
レ
技
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
開
催
案
内

（宮
崎
）

環
境
省
自
然
保
護
局
の
主
催
で
、
２

月
２６
日
、
ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
シ
ン
フ
ォ
ニ

幸風
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会報『山』含本・製本のお知らせ

事務局

会報701～ 750号の合本をご希望の方は2008

年 2月末までに現本を事務局までお送り下さ

い。

1。 製本業者は前回(2003年 10月 )と 同じです。

●全面同色 (ブルーグレー)ハ ードカバー

●背表紙にタイ トルと会員番号を印字

●索引は巻頭綴り

2.欠号分は各号150円で補充可能です。

但 しバックナンバーに在庫が無い場合には

コピーで代用になります。

3.製本費用は梱包・返送費用を含めて4000

円です。来室受取りの場合は800円引きです

ので、その旨をお書き添え下さい。代金支

払いについては、書籍返送時 (2008年 4月

頃)に振込用紙を同封します。

4。 過去の会報についてもお引受けします。

ご不明な点は事務局までお問合せ下さい。

コ胚△
〓

田
中
幸
男
　
（６
３
８
６
）

乾
　
好
　
　
（８
２
３
３
）

市
川
静
子
　
（９
０
３
０
）

近
藤
シ
ズ
　
（１
０
０
９
３
）

渡
辺
千
之
　
（１
０
８
９
５
）

菊
川
忠
雄
　
（１
１
７
５
７
）

山
口
久
枝
　
（１
１
９
９
５
）

小
田
島
和
也
（１
２
６
１
９
）

嶋
津
義
久
　
（１
３
１
０
５
）

國
定
陽
之
　
（１
３
２
１
７
）

大
屋
喜
重
　
（１
３
７
４
６
）

平
田
洋
輔
　
（１
４
２
４
９
）

加
藤
真
崇
　
（１
４
４
２
２
）

加
藤
麗
子
　
（１
４
４
２
３
）

◆
２
０
０
８
自
然
保
護
全
国
集
会

自
然
保
護
委
員
会

日
時
　
４
月
１９
日
田
～
２０
日
同

会
場
　
東
京
体
育
館

（Ｊ
Ｒ
千
駄
ヶ
谷

駅
前
）

宿
泊
　
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町

（四
ツ
谷
駅

麹
町
口
前
）

日
程
　
■
第
１
日

（１４
時
～
）

関 福
西 岡

岩
手

山
梨

北
海
道

東
九
州

岐
阜

宮
崎

宮
崎

宮
崎

インフォメーシヨン

0 ::: M

:: N ::

¨̈̈
　

　

○ N

●
山
の
環
境
問
題
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
報
告
及
び
討
議

・
懇
親
会

（プ
ラ
ザ
エ
フ

・

四
ツ
谷
）

■
第
２
日
（９
時
～
１２
時
３０
分
）

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「高
山
帯

に
お
け
る
シ
カ
の
食
害
に

つ
い
て
考
え
る
」

費
用
　
①
宿
泊

・
懇
親
会
＝
１
万
２
０

０
０
円
②
宿
泊
な
し

ｏ
懇
親
会

＝
５
０
０
０
円
③
討
議

・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
み
＝
無
料

申
込
　
３
月
２０
日
ま
で
に
、
費
用
①
②

③
の
区
分
を
明
記
し
、
ハ
ガ
キ
、

回
、
図
で
川
越
尚
子
宛

（０
‐８５̈
００１‐
　
国
分
寺
市
本
多
３
１
７
１

３１

回

０

４

２

‐

３

２

１

‐

６

０

５

９

図
Ｆ
”ヨ
””
〇
ユ
”ｏ
Ｏ
日
Ｌ
・ぴ
置
】ｏぴ
①
』
①
む
）

＊
申
込
受
付
後
詳
細
送
付
し
ま
す
。

◆
後
藤
三
男

「油
絵
展
」

春
を
待
つ
季
節
に
、
安
曇
野
の
四
季

と
国
内
の
山
、
南
仏
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

古
都
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
ア
ル
プ
ス
、
ネ

パ
ー
ル

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
岳
画
な
ど
新

作
４０
点
余
を
展
覧
。

会
期
　
３
月
９
日
回
～
１５
日
田

（１５
日
は
１６
時
に
て
閉
会
）

会
場
　
東
京
交
通
会
館
Ｂ
ｌ

ｏ
ゴ
ー
ル

ド
サ
ロ
ン

（Ｊ
Ｒ
有
楽
町
駅
前

口

０

３

‐

３

２

１

５

‐

７

９

３

３
）

¨
編
集
後
記
¨

●
今
月
号
は
期
せ
ず
し
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

東
、
横
断
山
脈
の
記
事
が
重
な
り
ま
し

た
。
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
受
賞
の
松
本
　
９

さ
ん
と
、
長
年
、
こ
の
地
域
の
踏
査
を
　
鉤

続
け
て
お
ら
れ
る
中
村
さ
ん
の
原
稿
で

す
。
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
が
、
世

界
に
は
ま
だ
ま
だ
未
知
、
未
踏
の
地
域

が
残
さ
れ
て
い
る
感
を
深
め
ま
し
た
。

（神
長
幹
雄
）

日本山岳会会報 ll1 753号

2008年 (平成20年 )2月 20日 発行

発行所 社団法人日本山岳会

〒102-0081

東京都千代田区四番町5-4
サンビューハイツ四番町

TEL東京(03)3261-4433

FrⅨ 東京(03)3261-4441

発行者 日本山岳会会長 宮下秀樹

編集人 神長幹雄

E¨メールjac_kaihO@jac.Or.jp

印 刷 株式会社 双陽社


	200802YAMAr1_Part1
	753号_Part1

	200802YAMAr1_Part2
	753号_Part2

	200802YAMAr1_Part3
	753号_Part3

	200802YAMAr1_Part4
	753号_Part4

	200802YAMAr1_Part5
	753号_Part5

	200802YAMAr1_Part6
	753号_Part6

	200802YAMAr1_Part7
	753号_Part7

	200802YAMAr1_Part8
	753号_Part8

	200802YAMAr1_Part9
	753号_Part9

	200802YAMAr1_Part10
	753号_Part10

	200802YAMAr1_Part11
	753号_Part11

	200802YAMAr1_Part12
	753号_Part12

	200802YAMAr1_Part13
	753号_Part13

	200802YAMAr1_Part14
	753号_Part14

	200802YAMAr1_Part15
	753号_Part15

	200802YAMAr1_Part16
	753号_Part16

	200802YAMAr1_Part17
	753号_Part17

	会報「山」編集用-1
	200802YAMAr1_Part19
	753号_Part19


